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成

ら
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寛

文

六
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月

朔

疾

を

以

て
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す
、齡
僅

に
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四
、父

鵞

峯

深

く

之

を
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痛
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成

せ
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と

し
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條
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を
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恰
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乎
、天
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駭
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句

汝
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易
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め
て
御
府
に
在
り
、世
入

未
だ
之
れ
を
見
す
。

高
雄
山
の
鐘
、橘
廣
椙
序
を
作
り
、菅
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蠱
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縁
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應
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。

菅
相
、春
娃
氣
力
無
き
詩
の
序
は
A
羅
綺

の
重
衣
た

る
、情
無
き
こ

と
を
機
婦
に
妬
み
、管
絃
の
長
曲

に
在

る
、關
ら
ざ

る
こ
と
を
伶

人
に
怒
る
し世
人
傳
へ
て
之

れ

を
稱
す
、他
日
、菅
相
人
に
語
げ
て



●

野
　

人

傳

稱
v之
嚇他

自

菅

相

語
γ人

日
、是

我

得
・意

之

交

　
　

也
。

　

廻

菅

相

日
、温

庭

箔

詩
,體

優
,長

、予

常

愛
v之
。

　
　

菅
・相

在
昌貶
-所

働三
-年
、行
-住

坐
-臥

不
v過
昌
一
-室

鬱

鬱

　
　

湲
レ日
、都
-府
-樓

在
v眼
、不
γ能
轟往

登

一焉
、觀
⊥晋
・寺

在
v近
、

　
　

不
レ能
昌往
置遊

一焉
、偶
.得
"
マ
聯

百

、都

府

褸

纔

看
昌屍

色

『

　
　

觀

音

寺

只

聽

鐘

聲
百

謂

似
昌樂

天

詩

一也
。

　
　

紀

長

谷

雄

十
-入

頗

知
レ矚
v文
、痔

無
"援
-助
晒未
v遇
昌提
-

　
　

獎

嚇都

良

香

爲
識常
婁時

高
-才
嚇長

谷

雄

雖
レ列
昌其

門
-徒
一

　
　

未
v及
v知
v名
、
一
-日

北
・堂

諸

-生

群

-飮
、同

賦
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・價
刈

　
　

人

或

嘗

歎
噸紀

長

谷

雄

博
-學

英
-才
晒善

清

行

晒

日
、

謝
　

長

谷

雄

固

有
昌英
・才
内其

博
-學

則

吾

不
γ知

也
、長

谷

・

　
　
　
　
　
　
　

史

舘

茗

話

日
く
癌

輩

裕

意
の
交
な
り
と
.

菅
相
曰
く
、濫
庭
笏

の
詩
體
優
長
な
り
、予
常
に
之
れ
を
愛
す
。

菅
相
、貶
所
に
在
る
こ
と
三
年
、行
住
坐
臥
、
{
室
に
過
ぎ
す
、欝

々

と
し
て
日
を
途
る
、都
府
樓
眼

に
在
り
、往
き
て

登
る
こ
と
能
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ぐ

す
、觀
音
寺
近
き
に
在
り
、往
き
て
遊

ぶ
こ

と

能
は
す
、偶

一
聯
を

得
た
り
、曰
く
「都
府
褸
纔

に
瓦

色
を
看
、觀
音
寺
只
だ
鐘
聲
を
聽

く
」自
ら
謂

へ
ら
く
、樂
天
の
詩
に
似
海
り
と
。

紀
長
谷
雄
、十
八
に
し
て
、頗
る
文
を
屬
す
る

こ

と
を
知
る
、時
に

援
助
無
く
し
て
、未
だ
提
奬

に
遇
は
す
、都
良
香
、當
時
の
高
才
た

り
、長
谷
雄
、其
の
門
徒
に
列
す
と
雖
も
、未
だ
名

を

知
ら
る
ゝ
に

及
ば
す
、
凶
窺
、北
堂
の
諸
生
群

飲

し
、同
じ
く
幽
人
春
水
に
釣
る

詩
を
賦
す
、良
香
獨
り
長
谷
雄
の
詩
を
擢
で

ゝ

曰
く
、綴
韻
の
聞
、

甚
だ
風
骨
を
得
た
り
と
、此

M
言
に
依
り
で
、漸
く
聲
價
を
増
す
。

人
嘗

て
紀
長
谷
雄
の
輝
學
英
才
を

歎
や
る
こ
と
あ
り
、善

清

行
、

晒
ひ
て
曰
く
、長
谷
雄
、固
に
英
才
あ
.」ゆ
、共
合
博

學
は
則
吾
れ
知

ら
ざ
る
な
り
、長
谷
雄
、當
時
に
在
り

て
、太
だ
推
重
せ
ら
る
、然
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
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臼

本

詩

話

叢

書

雄

在
昌當
-時
"太

被

5推
-重

嚇然

其

輕
・侮

如
μ此
。

紀

長

谷

雄

侍

"内

-宴
賦

昌草

樹

迎
v春

詩

百

庭

増
昌氣
・

色
碚

沙

碧

林

變

昌容
-輝

宿

-雪

紅
、菅
-相

乘
レ醉

執
昌其

手
白

、元

自

再
生

、恐

難

v及

乎
。

宗

岡

秋

津

奉
v試

登
-第
、天
-皇

賜
v書

日
、秋

津

久

在

諡

學
-館
「齡

-算

巳

積
、頻

蓬

。數

-年

之

課

試
一常

歎

轟
〒
身

之

淪
-落
h方

今

適
、擅
昌摺
ソ藻

之

美
門以

入
ゲ桂
轟攀

之

列
一

云
-云
、秋

津

威
"詔
-旨

之

辱

n拜
丿戴

捧
圏出

舞

叫蹈

大

-庭

嚇

乘
γ興

之

除
、且

歌

且

行
、臼
-髪

戴

v霜

、青

-衫

乘
γ月
、不

レ覺

到
出建

禮

門
嚇忽

得
昌兩
-句
百

、今

宵

奉

v詔

歡

無
v極
、

建

禮

門

前

舞

・韜

人

、高
-吟

三
-四
、傍

若
v無
レ人
、衞
士

異
v之

闇

日
、何
瞳人
、答

日
、新

-進
・士

老
-學
・生

宗

岡

秋

津

也
、衞
-士

責

日
、此

處

是

建

禮

門

也
、匪
昌汝

之

所
。

到

也
、況

高
,吟

驚
γ耳

乎

、秋

津

愕
-然

謝
y之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

ど
も
其
の
輕
侮
せ
ら
る
ゝ
こ
と
此

の
如
し
。

紀
長
谷
雄
、内
宴
に
侍
し
、草
樹
春
を

迎

ふ
る

詩
を
賦
し
て
日
ぐ

「庭
は
氣
色
を
檜
し
て
晴
沙

碧

な

り
、林
は
容
輝
を
變
じ
て
宿
雪

紅
な
り
」菅
相
醉
に
乘
じ
て
、其
の
手
を
執

り

て
日
く
、元
白
再
生

す
と
も
、恐
ら
く
は
及
び
難
か
ら
む
か
。

宗
岡
秋
津
、試
を
奉
じ
て
登
第
す
、天
皇
書

を

賜
ひ
て
口
く
、秋
津

久
し
く
學
館
に
在
り
て
、齢
算
已

に

積
む
.頻
に
數

年
の
課
試
に

逢
ひ
て
、常
に

嗣
身
の
淪
落

を

歎
す
、方
今
適
に
撫
藻

の
美
を
擅

に
し
、以
て
攀
桂
の
列
に
入
る
云
々
、秋
津
、詔
旨
の
辱
き
に
感
じ
一

拜
戴
し
て
捧
げ
出
で
ゝ
大
庭

に
舞
蹈
す
、興
に
乘

す

る
の
餘
、且

つ
歌
ひ
且
つ
行
く
、白
髪
霜

を

戴
き
、青
衫
月
に
乘
じ
て
、覺

へ
す

建
禮
門
に
到
る
、忽
ち
兩
句
を
得

た

り
、曰
く
一今
霄
詔
を
奉
じ
て

歡
び
極
り
無
し
、建
禮
門
前
舞
蹈
の
入
」と
、高
吟
す

る
こ
と
三
四
、

傍

に
入
無
き
が
若
し
、衛
土
之
を
異

と

し
、問
ひ
て
曰
く
何
人
ぞ
、

答

へ
て
曰
く
、新
,進
-士
老
-學
-生
宗
岡

秋
津

な

り
、衞
士
責
め
て

曰
く
、此
の
處
は
是
れ
建
禮
門

な

b
'、汝
の
到
る
べ
き
所
に
匪
す
、

況
や
高
吟
茸

を
驚
す
を
や
と
秋
津
愕
然
と
し
て
之
れ
を
謝
せ
り
。



7
　

菅

淳

茂

八
-月

十
・五
-夜

陪

二亭

子

院
賦

下月
-影

滿

昌秋
-

　
　

池

一詩
上日
、碧

浪

金

波

三
-五

初
、秋
嵐

計
-會

似

昌筌
-虚
嚇

　
　

自
-疑

荷
-葉

凝
v霜

早
、人

道

蘆
・花

過
v雨

餘
、岸
ビ臼

邏

　
～

　
　

迷

松
-上

鶴
、潭
量融

可
v算

藻
-中

魚
、瑤

・池

便

是

尋
-常

　
　

號
、此
圏夜

清
-05

玉

不
v如
、上
-皇

吟
-誦

數

,回

嘆

日
、紳

　
　

也

妙

也
、恨

不
γ使

昌先
-公

見

7之
、先
-公

指
昌菅
-相

鴨也
。

　
　

藤

忠

文

爲
ゴ
征
-東

大
-將
-軍
一向
昌東
-海
-道
h途

過
昌駿

之

嚼

見

騨
眺
津

波
之
森

茫
蒔

軍
監
溜
原
滋
藤
吟
・

　
　

杜

苟

鶴

所
v謂

漁
-舟

火

影

寒

燒
v浪
、驛
-路

鈴

聲

夜

　
　

過
v山

兩
-句
n忠

文

歎

蜜其

在
昌軍
・中
一而

不
う忘

昌文
-事
碗

　
　

天

暦

帝

召

乱

朝

綱

菅

文

時
n論

昌自

樂

天

詩

門玉
-音

　
　

日
、汝
-等

歸
v家

繙
畠彼

集

一擇
昌其

尤

者

一
-首
n書

以

奏

㍊

　
　

…進

之
h翌
-日

朝
-參

各
、捧
昌
一
-紙

于

御
-床

下

騨帝

閲
γ之

鋤　
　

則

共

是

塗
蕭

處

士

遯
昌黔

南
}之

詩

也
、帝

歎

日
、二
・

　
　
　
　
　
　
　

史
囎
茗

話

菅
淳
茂
.八
月
十
五
夜
、亭
子
院
に
陪
し
、月
影
秋
池

に
滿

っ
る
詩

を
賦
し
て
曰
く
「碧
浪
金
波
三
五

の
初
、秋
風
計
會

筌
虚
に
似
た

り
、自
ら
疑
ふ
荷
葉
霜

に
凝
る
の
早
き
か
と
、人
は
道
ふ
蘆
花
雨

に
過
る
の
餘
、岸
白
く
し
て
遐
つ
て

迷

ふ
松
上
の
鶴
、潭
融
し
て

算
ふ
ぺ
し
藻
中

の
魚
、瑤
池

便
ち

是
れ
霹
常

の
號
、此
夜
清
明
玉

も
如
か
す
」上
皇
、吟
誦
數
回
、嘆
じ
て
曰
く
、祕
「な
り
妙
な
り
、恨
む

ら
く
は
、先
公
を
し
て
之
れ
を
見
せ
し

め

ざ
る
を
と
、先
公
と
は
、

菅
相
を
指
す
な
り
。

藤
忠
文
、征
東
大
將
軍
と
爲
り
て
、東
海
遁
に

向
ふ
、途
、駿
の
清
見

關
を
過
ぎ
、槍
波
の
森
茫
た
る
を
眺

む
、時
に

軍
監
清
原
滋
藤
、杜

荷
鶴

の
謂
ゆ
る
、「漁
舟
の
火
影
、寒
し
て
浪
を

燒
き
、驛
路
の
鈴
聲

夜
山
を
過
ぐ
」の
兩
句
を
吟
す
、忠
文
、其
の
軍
中
に
在
り
て
、而
し

て
文
事
を
忘
れ
ざ
る
こ
と
を
歎
す
。

天
暦
帝
、江
朝
綱
・菅
文
時
を
召
し
、白
樂
天
の
詩
を
論
す
、玉
音
に

口
く
、汝
等
家
に
館
り
て
、彼
の
集
を
繙
き
、其

の
尤

な

る
者
二
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ

を
擇
び
、書
し
て
以
て
之
れ
を
奏
進

せ

よ
と
、翌
日
、朝
參
各

一
紙

を
御
床

の
下
に
捧
ぐ
、帝
之
れ
を

闘

す

れ
ば
、則
共
に
是
れ
一肅
處

士
が
黔
南
に
遊

ぶ
を
逶
る
の
詩
な
り
、帝
歎

じ

て

曰
く
、二
人
の

胸
申
、符
節
を
合
せ
た
る
が
如
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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日

本

詩

話

叢

書

人

胸
-中

如
v合
"符

-節
殉

朝

綱

愛
昌臼

樂

天

文
翫
具
慕
昌其

爲
サ人
、
一
-夕

夢

與
昌樂

天
一遇

接
v語
、從
v此

文
-章

日

進̀
。

江

朝

綱

餞
昌渤

海

客

裴

鏐

一詩

序

、前
・途

程

遠

馳

昌思

於

鴈
-山

之

暮

雲
h後
-會

期

遙̀

霑
一纓

於

鴻
・臚

之

曉

涙
内醪

太

戚
副歎

之
門經
v年

彼

國

人

遇
昌我

邦

之

人
嚇問

日
、朝

綱

爲
昌相

全

乎

否
、答

日
、未

也
、彼

日
、貴
-邦

何

不
レ重
昌文
-才

一哉
。

江

朝

綱

暮
-春

詩

日
、落
・花

狼
-籍

風

狂

後
、啼
-鳥

龍
-

鍾

雨

打

時
、批
人

以

爲
昌確
-對
叩

江

納

言

夢

菅
・相

來

告

日
、公

之

才
-學

勝
昌朝

綱

n覺
-

後

大

喜
、自
∵
書

于̀

日
-録

之

中

嚇然

時
-論

僉

謂

其

文
-

筆

與
昌朝

綱

齢相
'去

遽

矣
。

江

朝

綱

菅

文

時
、同
γ時

才

-名

相
貞敵
、其

所
y作

之

詩
、

山i.

朝
綱
、白
樂
天
の
交
章
を
愛
し
、其
の
人
と
爲

り

を
慕
ふ
、
一
夕
夢

に
樂
天
と
遇
ひ
語
を
接
す
、此
れ
よ
り
文
章
日
に
進
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ウ

江
朝
綱
、渤
海
の
客
、裴
鬱
に
餞
す

る
餞
の
序
に
「前
途
程
遠
し
.思

を
雁
山
の
暮
雲

に

馳
す
、後
會
期
遙
な

り
、纓
を
鴻
臚
の
曉
涙
に

霑
す
」膠
太
だ
之
れ
を
感
歎
す
、年
を
經
て
、彼

の
國
人
、我
が
邦
の

入
に
遇
ひ
、問
ひ
て
曰
く
、朝
綱
、相
公
と
爲
り
し

や
否
や
と
、答

へ

て
曰
く
未
し
な
り
と
、彼
曰
く
、貴
邦
何
ぞ
文
才
を
重
ん

ぜ

ざ

る

や
。

江
朝
綱
、暮
春
の
詩
に
曰
く
「落
花
狼
籍
風

の

狂
す
る
後
、啼
鳥
龍

鍾
雨
の
打
つ
時
」世
人
以
て
確
對
と
爲
す
。

江
納
言
、夢
に
菅
相
來
り
告
げ

て
曰
く
、公
の

才
學
、朝
綱
に
勝
れ

り
と
、覺
め
て
後
、太
に
喜
び
、自
ら
日
録

の
中

に
書
す
、然
れ
ど
も

時
論
僉
謂

へ
ら
く
、共
の
文
筆
、朝
綱
と
相
去
る
こ
と
遠
し
と
。

江
朝
綱
・菅
文
時
、時
を
同
じ
く
し

て
才
名
相
敵
す
、共
の
作
る
所
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往
-往

相
-類
、朝

綱

語
γ入

日
、後

來

以
轟予

及

文

時

爲

昌

一
・雙

年

、菅

江

マ
雙

之

・語

、權
副輿

于

此
叩

藤

在

衡

設
q荷
齒

會

叫菅

雅

規

亦

應
レ招

作
v詩

日
、醉

野
5落
-花

"心

自

靜
、眠

思

餘

-算

一涙

先

紅
、以
v靜

羯
"紅
、

人

皆

奇

v之
。

統

理

罕

巧
v詩
、沒

後

菅

文

時

自

書
轟其

集

嚇常

讀

v之

日
、先
-輩

之

作
、不
v易

γ及

也
。

村

上

帝

設
昌内
-宴
門召
昌羃
-臣
噌賦
管宮
-鶯

囀
識曉
-光

輜詩
ハ帝

亦

乘

v興

賦
v詩

日
、露
,濃

緩

語

園
-花

底
、月
「落

高

歌

御

柳

陰
、白

謂

諸
-才
-子

不
v及
γ之
、既

而

文

時

獻
v詩

日
、西

樓

月
-落

花
-問

曲
、中

殿

燈
殪

竹
-裏

昔
、帝

歎

日
、是

亦

絶
-作

也
、乃

召

昌文

時

"問

其

勝
劣

肖文

時

日
、

聖
-作

紳
-妙
、非
昌臣

所

τ及

也
、帝

日
、卿

宜
v吐
目露

情
-實
旧

勿
γ憚
5御
-製
嚇文

時

恐
-惶

無
y言
、帝

固

請

再
-三
、文

時

　
　
　
　
　

更

館

茗

の
詩
、往
往
相
類
す
、朝
綱
人
に
語
げ

て
曰
く
、後
來
予
及
び
文
時

を
以
て

一
雙
と
爲
さ
む
か
と
、菅
江

一
雙
の
語
此
に
權
輿
す
。

藤
在
衡
、徇
齒
會
を
設
く
、菅
雅
規
も
亦
招

に
應
じ
、詩
を
作
り
て

曰
く
「醉
う
て
落
花
に
對
し
て
心
自

ら

靜
な
り
.眠
つ
て
餘
算
を

思

へ
ば
涙
先
づ
紅
な
り
し靜

を
以
て
紅
κ
對
す
、人
皆

之
れ
を
奇

と
す
。

統
理
畢
、詩
を
巧
に
す
、沒
し
て
後
、菅
交
時
、自
ら
其
の
集
に
書
し
、

常

に
之
れ
を
讀
み
て
曰
く
、先
輩
の
作
、及
び
易
か
ら
ざ
る
な
り
。

村
上
帝
、内
宴
を
設
け
、撃
臣

を
召
し
、宮
鶯
曉
光
に
囀
す
る
詩
を

賦

せ
し
む
、帝
も
亦
興
に
乘
じ
詩
を
賦
し

て

曰
く
「露
濃
に
し
て

綏
く
語
る
園
花
の
底
、月
落
ち

て
高
く
歌

ふ
御
柳
の
陰
」目
ら
謂

へ
ら
く
、諸
才
子
之
れ
に

及

ば
じ
と
、既
に

し
て
丈
時
詩
を
獻
し

て
曰
く
「西
褸
月
落
つ
花
聞
の
曲
、申
殿
燈
は
殘
す

竹
裏

の
晋
」と
、

帝
歎
じ
て
曰
く
、是
れ
亦
絶
作
な
り
、乃
ち
文

時

を
召
し
て
、其

の

勝
劣
を
問
ふ
、交
時
曰
く
、聖
作
紳
妙
、臣
の
及
ぶ
所

に
非
す
、帝
曰

く
、卿
宣
し
く
情
實
を
吐
露
す
べ
し
、御
製
を
憚
る

こ

と
勿
れ
、文

時
恐
惶
言
ふ
無
し
、帝

固
く
請
ふ
こ
と
再
三
、文
時
日
く
、實
に
聖

作
、拙
吟
よ
り
下
れ
る
こ
と

一
等
と
、帝
喚
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七



3281
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A-　　戸ノ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 J,.,,.　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ〃　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ..,一　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 劫　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 !♂　 　 　 　 　 　 　 　 　 一へ一广　 　 　 　 　 　 　 　 覧ノの　 　 　 　 　 　 　 )一可厂ノ　 　 　 　 　 　 ／'J　 　 　 　 　 一　 　 　 一　 　 　 N　 　 J`J　 ss》!

　
　
　
　
　

日

本
蜩詩

話
酬叢

書

日
、實

聖

作

下
昌于

拙
-吟
"
〒
等

、帝

嘆
。

源

英

明

夏
白

作
、池
ー冷

水

無
"三
-伏

夏
菘

8高

風

宥
昌

マ
聲

秋
↓菅

文

時

在

v側

日
、宜
冒以
v池

改
v水
、水

改
v池
、

以
v松

改
レ風
、風

改
'松
、滿
-座

歎

日
、菅

博

士

可
〃謂
昌老

詩

人

一也
。

菅

三

品

沒

後

歴
レ年
、少
-年

豪
-客

追
割慕

此阜
遊
h乘
v月

過
昌其

舊
-跡
嚇吟
7月
、升
昌百
・尺

樓

』

-句
晶有
昌
一
-老
い嫗
{出

v自
昌蓬

-蒿

之

問

鴨日
、今
-夕

之

遊
、其

樂

哉
、唯

恨

所
v吟

之

句
、與

翼三

品

所
昌曾

唱
翼

訓
-點

不
恂

、此

句
-意

非
昌

月

之

尹

樓

、而

入

之

乘
v月

升
v樓

也
、遊

・客

異
レ之
、問

日
、汝

者

爲
レ誰
、答

日
、妾

是

三

品

家

之

曝

γ衣

老
-婢

也
、聞

者

赧
・然

而

去
。

菅

庶

幾

餞

-別

詩
、得
盤
一
-句
"日
、
一
・葉

舟

飛

不
レ待
レ秋
、

吟

謫

數
向

、未
レ得
麟其

對
嚇江

朝

綱

日
蓋

v詠
y燈

乎

、庶

八

源
英
明
、夏
日
の
作

に
「池
冷
に
し
て
水
に

三
伏

の
夏
無
く
、松
高

く
し
て
風
に
一
聲

の
秋
あ
り
」菅
文
時
、側

に
在
り

て

曰
く
、宜
し

く
池
を
以
て
水
に
改
め
、水
を

池

に
改
め
、松
を
以
て
風
に
改
め
、

風
を
松
に
改
む

べ
し
と
、滿
庭
歎
じ
て
曰
く
、菅
博
士
は
、詩
に
老

け
た
る
人
と
謂
ふ
べ
し
。

菅
三
晶
沒
し
て
後
年
を
歴
、少
年
豪
客
、昔

遊
を

追
慕
し
、月
に
乘

じ
て
共
の
舊
跡

に
過
り
「月
は
百
尺

の
樓

に
升
る
の

一
句
を
吟

す
、
一
老
姫
あ
り
、蓬
蒿
の
間
よ

り
出
で
ゝ
曰
く
、今
夕
の
遊
、其
れ

樂
し
い
か
な
、唯
だ
恨
む
ら
く
は
、吟
す

る

所
の
句
、三
品
の
曾
て

唱
ふ
る
所
と
、共
の
訓
點
同
じ
か

ら
ざ

る
を
、此
の
句
意
、月
の
褸

に
升
る
に
非
す
し
て
、人
の
月

に
乘
じ
て
樓
に

升
る
な
り
、遊
客

之
れ
を
異
と
し
、問
ひ
て
曰
く
、汝
は
誰
と

か
す
る
、答

へ
て
曰
く
、

妾
は
是
れ
三
品
の
家

の
衣

を

曝

す
老
婢
な
P
、聞
く
者
、赧
然
と

し
て
去
る
。

　
や
ロチ
カ

菅
庶
幾
の
餞
別

の
詩
、
　
句
を
得

た
り
、曰
く
』

葉
舟
飛
ん
で
秋

ウ
待
た
す

」吟
誦
數
回
、未
ぱ
其
の
對
を
得
す
、江
朝
綱
曰
く
、盍
ぞ

燈
を
詠
ぜ
ざ
る
と
、庶
幾
乃
悟
り
.之
れ
を
足
成
し

て

曰
く
「九
枝
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甕

乃

悟
、足
瑚成

之
百

九
-枝

燈
-毳

唯

期

v曉

.

小

野

國

風

奉
-試
、賦
昌無
-爲

而

治
一詩

日
、刑

・鞭

蒲
-朽

螢

空
羣去
、諌
-鼓

苔
巳深

鳥

不
v驚
、奏

覽

之

日
、帝

撃
し節

而

歎
v之
、或

日
、此

句

江

朝

綱

所
γ作

也
。

橘

直

幹

鄰
-家

詩
、春
-煙

遞
-讓

簾

前

色
、曉
浪

潛
,分

枕

上

盤

、自

以
-爲

得
-意

之

句

也
。

橘

直

幹

遊
昌石

山

寺

詩

日
、蒼
波

路
i遠

雲

千
-里

臼
-

霧

山
-深

鳥

一
-聲
、世
-人

稱
財之
、後
-來

僧

齎

然

入
〆宋

以

"此

一
-聯
}爲

"己

所

ツ作
、雲

改
伊霞
、鳥

改
v蟲

、以

呈
v之
、

宋
忌人

日
、佳
-句

也

、但

以
γ霞

改
v雲
、以
v蟲

改
v鳥

乎
、奮

然

険

退
。

源

順

曾

得
昌
7
聯

臼

、楊

貴

妃

婦

唐
-帝

思
、李

夫

人

去

漢
-皇

情
、乃

欲
ド足
胡成

之
n未
V得
昌其

題
一數

年

之

後
、

八
-月
ハ
十
・五
-夜

陪

轟且
ハ
}牛

{親

王

ザ丁
山
ハ
・條

宮
需
賦
昌訓封
L雨

　
　

　
　
　

史

館

茗

話

燈
毳
き
て
唯
だ
曉
を
期
す
。」

小
野
國
風
の
奉
試
、無
爲
に
し
て
而
し
て
治

る
を
賦
す
る
詩
に
曰

く
鳶
刑
鞭
蒲
朽
ち
て
螢
室
し

く

去
り
、諌
鼓
苔
深
う
し
て
鳥
驚
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
にト

す
、」奏
覽

の
日
、帝

節

を
撃

ち
て
之
れ
を
歎
す
、或
曰
く
.此
の
句
、

江
朝
綱
の
作
る
所
な
り
。

橘
直
幹

の
隣
家

の
詩
に
「春
煙
遞
に
讓

る

簾
前

の
色
、曉
浪
潜
に

分

つ
枕
上
の
聲
』目
ら
以
爲

へ
ら
く
、得
慧

の
詩
な
り
と
。

橘

直

幹
、石

山

寺
に
遊
ぶ
詩

に

曰
く
「蒼
波
路
遠
し
て
雲
千
里
、

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
チ
ウ

白
霧
山
は
深
し
鳥

一
聲
し世
人
之

れ

を

稱

す
、後
來
僣
蒄
然
宋
に

入
り
、此
の

一
聯
を
以
て
己
の
作

る
所
と
爲
し
、雲
を
霞
に
改
め
、

鳥
を
蟲
に
改
め
、以
て
之
れ
を
呈
す
、宋
人

曰
く
、佳
句
な
り
、但
だ

霞
を
以
て
雲
に
改
め
、蟲
を
以

て
鳥
に
改

め
む
か
、奮
然
険
ひ
て

退
く
。

源
順
曾
て

一
聯
を
得
て
曰
く
「楊
貴
妃
歸

る
唐
帝
の
思
、李
夫
人

去
る
漢
皇

の
情
」乃
ち
之
れ

を

足
成
せ
ん
と
欲
し
、未
だ
其
の
題

を
得
す
、數
年
の
後
、八
月
十
五
日
夜
、具
雫
親
王

に

六
條

の
宮
に

陪
し
、雨
に
對
し

て
月

を
戀
ふ
る
詩
を
賦

し
て
、律
詩
を
作
り
、彼

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

九



　
　
　
　
　
　
　
　
日
本

詩

話
叢

書

　
　
　
戀
v月

詩
崩作
轟律

-詩

以

聲彼

句
哺爲

昌頸
-聯
翌

白

都
・下

簿
オ

謝
　
　

誦

日
、順

得
昌引
-題

之

妙
曲順

聞

而

嘆

日
、是

腹
-藁
也
。』

　
　

具

夲

親

王

問
昌當

時

文
-人

優
-劣

于

慶

保

胤
嚇對

日
、

　

～

　
　

江

匡

衡

如
"敢
-死

之

士

數

・百
騎

被
昌介
・冑

策

雌騨
・驕
鍋

　
　

其

鋒

森
-然

少
識敢

當

者
叫紀

齊

名

如
"瑞
弓雪

之

朝

瑤
-

　
　

臺

之

上

彈
7箏
、江

以

言

如
ヨ臼
・沙

庭

-前

翠
-松

陰
-下

　
　

奏

陵

-王

叉

問

日
、足
卞

如
,何
、對

日
、似
下舊

上

逹

部

、

　
　

駕
昌毛
暫車
匍時

時
-有
悌隱
-聲
=

　
　

江

匡

衡

對
-策

文
、太

公

望

之

遇
"周

文
嚇渭
-濱

之

浪

　
　

疊
v面
、綺

里

季

之

助
昌漢

惠

嚇商
-山

之

月

低
"眉
、菅

文

　
　

時

日
、可
γ喜

可
y喜
、但

改

作

"面

疊

昌潭

濱

之

浪
門眉

低
屮

　
　

商

山

之

月
驫乎
。

O

　
　

江

以

言

賦

昌山
-水

唯

紅
-葉

鱗詩

日
、外
-物

獨

醒

松
・澗

1

　

色
、江

匡

衡

書
昌之

于

冠

筥̀

一示
v人

日
、以

言

之

詩

可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇

の
句
を
以
て
頸
聯
と
爲
す
、翌
日
都
下
傳

誦
し

て
曰
く
、順
、引
題

の
妙
を
得
た
9
と
、順
聞
き
て
喚
ひ
て
曰
く
、是
れ
腹
藁
な
り
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ヨ
シ
ノ

具
卆
親
王
、當
時
の
文
人
の
優
劣
を

慶
保
胤

に

聞
ふ
、對

へ
て
曰

く
、江
匡
衡
は
、敢
死
の
士
の
數
百
騎
、介
胄
を
皷
り
騨
鰡

に
策
つ

が
如
し
、其
の
鋒
森
然
と
し
て
敢
て
當

る

者
少
な
り
、紀
齊
名
は
、

瑞
雪
の
朝
、瑤
臺
の
上
に
箏

を
彈
す

る
が
如
し
、江
以
言
は
、白
沙

庭
前
、翠
松
陰
下
に
陵
王
を
奏
す

る

が
如
し
、文
問
ひ
て
曰
く
、足

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

フ
ル
カ
ソタ
チ
メ

下
は
如
何
ん
と
、對

へ
て
曰
く
、舊
上
逹
部

の
毛
車
に
駕
し
、時
々

隱
聲
有
る
に
似
た
り
。

.江
匡
衡
の
對
策
の
交
に
、太
公
望
の
周
文

に

遇

へ
る
、渭
濱

の
浪
、

面
に
疊
み
、綺
里
季
の
漢
惠
を
助
く
る
、商
山

の
月
眉

に
低
る
」菅

交
時
曰
く
、喜
ぶ
べ
し
喜
ぶ
べ
し
、但
だ
改
め

て
「面
、渭
濱
の
浪
を

疊
み
、眉
商

山
の
月
を
低
る
」に
作
ら
む
か
。

江
以
言
、山
水
唯
だ
紅
葉
を
賦
す

る
詩

に

曰
く
「外
物
獨
醒
む
松

澗

の
色
』江
匡
衡
之
れ
を
冠
の
筥
に
書
し
て
、人
に
示

し

て
曰
く
、

以
言

の
詩
、日
に
薪
な
り
と
謂
ふ
べ
し
。
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新
叩

江

以

言

晴

後

山
-川

清

詩

、蹄
伊嵩

鶴
8舞

日

高

見
、飮

灘
　飜
靆
　　鞭=

駈

筆

・驛

-程
、以

言

詩

交
-峰

按
v轡

駒

過

影
、詞
-海

艤

レ舟
葉

落

聲
、具

李

親

王

密

見
昌其

莫

改

駒

過

影

爲

齲

自
-駒

影
門改
昌葉

落

聲

「爲

嵩紅
-葉

膣
嚇及
"兩

-詩

竝
-出
門人

皆

以
薗以

言

詩

一爲
ソ優
、齊

名

不
V悗
、聞
ヨ具

季

改
昌其

草

嚇

而

彌
.不
γ悦
、其

後

齊

名

將
v死
、具

夲

往

問
レ之
、齊

名

目
昌具

李
一日
、年
。篆

文
し壇

之

交

不
v可
v忘

也
、今
-日

賁
-

　
　
　
　
　

史

館

茗

話

江
以
言
の
晴
後
山
川
清
し
の
詩
に
「嵩
に
齢

る
鶴
舞
う
て
日
高
く

.見
え
、渭
に
飲
む
龍
昇

つ
て
雲
殘
ら
す
し或
人
難
じ

て

曰
く
.龍
昇

の
二
宇
禁
忌
と
云
云
.以
言
微
笑
す
。

紀
齊
名
、詩
名
あ
り
、
一
條
帝
.詔
し
て
倭
訓

を

元
稘
の
集
に
加

へ

し
む
、齊
名
曰
く
、凡
庸
の
才
、妄
に
倭
訓
を
加

ふ
べ
か
ら
す
、固
辭

し
て
從
は
す
。

紀
齊
名
、江
以
言
と
名
を
齊
く
す
、曾
て
同
じ

く

省
試
を
奉
じ
、秋

未
だ
詩
境
を
出
で
ざ

る
の
詩
を
賦
す
、齊
名

の
詩
に
「霜
花
後
に

發
す
、詞
林
の
暁
.風
葉
前
に
驅
る
筆
驛
程
」以
言
の
詩
に
「文
峯
轡

を
按
す
駒
の
過

ぐ

る
影
、詞
海
舟
を
艤

す
葉

の
落
つ
る
聲
」具
亭

親
王
密
に
其
の
草
を
見
て
、駒
の
過

ぐ

る
影

を
改
め
て
、白
駒
の

影
と
爲
し
、葉
の
落
つ
る
聲
を
改
め
て
、紅
葉

の
聲

と
爲
す
、兩
詩

竝
び
出
つ
る
に
及

び

て
、人
皆
以
言

の
詩

を
以
て
優
れ
り
と
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

す
、齊
名
焼
び
す
、具
罕
共
の
草
を
改
む

と

聞
き
、而
し
て
彌
悦
び

す
、共
の
後
、齊
名
將
に
死
せ
む

と
す
、其
李
往

き
て
之
れ
を
問
ふ
、

齊
名
、具
卒
を
日
し
て
目
く
、年
來
丈
壇

の
交
、忘
る
べ
か
ら
す
、今

日
賣
臨
、多
謝
多
謝
、但
だ
以
言
の
詩
草
を
改
む

る

の

一
件
、遺
憾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二



認
1

ハ

　
　
　
　
　

ロ

木

詩

話

叢

害

臨

多
-謝

多
-謝
、但

改
昌以

言

詩

草

"之

マ
件
、遺

械

未

v散
、言
'畢

而

瞑
、人

皆

愍
v之
。

源

爲

憲

毎
v有

昌文
-會

h携

一
一
-嚢

以

赴

焉
、偶
、有

可

v喜

之

句

n則

入
昌其

頭

於

嚢
-屮

而

吟
-哦

良

久̀
、於

昌・縄

人

之

詩
」亦

然
。

藤

齊

信

與

昌藤

公

任
一齊
ゼ名

、藤

伊

周

日
、齊

信

公

任

可
v謂

敵̀
-手

一也
、若

譬
晶諸

相
-撲

嚇則

公

任

可
v擲
、齊

信

不
v可
v打
、時
-論

以
昌伊

周

之

曇
戸
爲
v當
。

藤

公

任

辭
昌納

言
叫使
"紀

齊

名
・江

以

言

作
ツ表

、然

皆

不
V協
昌其

心
n石
邑江

匡

衡

白

、卿

能

成

昌我

志
一者

也
、匡

衡

歸

v家

未
v得
昌其

趣
n家
人

赤

染

欷
v之
、日

彼

人

驕
-

慢

也
、良
-人

宜
v述
昌彼

父
-租

權
-貴

而

其

身

不
サ登
訟
早

位
ハ則

的
-當

乎
、匡

衡

額
v之

作
〃表

呈
レ之
、公

任

日
善
。」

江

匡

房

論

昌紀

齊

名
・江

以

言

文
・才
門日

齊

名

・以

言

未
だ
散
ぜ
す

ζ
言
畢
り
て
瞑
す:

入
皆
之
れ
を
愍
し乞

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぐ

源
爲

憲

、
文
魯

有

る
毎

に
、
一
嚢

を
携

へ
て
以

て

赴

く
、偶

喜

ぶ

べ

き

の
句

有

る

と

き

は
、則

其

の

頭

を

嚢

中

に

入

れ

、而

し

て
瞭

哦

　

　

　

　

ぐ

す

る

こ

と
良

久

し

、他

人

の
詩

に
於

て

も
亦
然

り

。

藤
齊
信
、藤
公
任
と
名
を
齊
く
す
、藤
伊
周
曰
く
、齊
信
・公
任
、敵
手

と
謂
ふ
べ
し
、若
し
諸
れ
を
相
撲

に
譬

へ
ば
、則
公
任
は
擲
ろ

べ

く
、齊
信
は
打
つ
べ
か
ら
す
と
、時
論
、伊
岡
の
言
を
以

て
當
れ
り

と
爲
す
。

藤
公
任
、納
言
を
辭
す
、紀
齊
名
・江
以
言
を
し

て
表
を

作
ら
し
む
、

然
れ
ど
も
其
の
心
に
協

は
す
.江
匡
衡
を

召

し
て
曰
く
、卿
能
く

我
が
志
を
成
さ
む
者
な

り
と
、匡
衡
家

に
歸
り
て
、未
だ
其
の
趣

を
得
す
、家
人
赤
染
之
れ
に
教

へ
て

曰
く
、彼

の
人
驕
慢
な
り
、良

人
宜
し
く
彼
の
父
租
權
貴
に
し
て
、而
し
て
其
の
身
台
位
に
登
ら

ざ
る
を
述
ぶ
ぺ
し
、則

ち

的
當
か
、匡
衡
之
れ
を
頷
し
、表
を
作
り

て
之
れ
を
呈
す
、公
任
曰
く
善
し
。

江
匡
房
、紀
齊
名
.江
以
言
の
文
才
を
論
じ
て
曰
く
、齊
名
・以
言
、文
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～蹴
丈
-體

各
.異
、齊

名

文
女

句

萄

、綵

朗撫

古
-詞
肺有

昌風
・騷

之

體
「然

至
⇒其

不
膨得

之

日
曲忽

不
v驚
レ目
、以
v無
瓢漸

意

故

也
、以

言

反
F之
、駈
v作

之

詩
、任
レ意

恣
レ詞

却

無
噌轡

策
一其

體

固

新
、其

興

彌
.多
、至
昌不
v得

之

旦

亦

非

後

・

進

「之

所
ザ及

也
。

或

問

昌江

匡

房

一日
、本

-朝

才
-子

之

中
、父
-子

共
v美

者

誰

哉
、答

日
都

良

香

子

在

中
、菅

相

子

淳

茂
、菅

丈

時

子

輔

昭

而
-已
。

右

四
-+

二
-件

、亡
-嗣
≠

愨
、史
-館

憇
息

之

問

所

秒

-

簒
少
也
、及
昌其

沒
-後
嚇初

見
伊之
、而

涙

之

從

也
、踰
V月

見

び
之
、而
覿

-面

之

話

也
、隔
γ年

讀

v之
、而

袖
-中

之

珍

也
、

本
-朝

中
-葉

以
-來
、縉

・紳

之

徒
、唯

遊
昌倭
-歌

之

林
(不

レ窺
昌唐
詩

之

苑
納故

世
-人

不
v知
昌中
-葉

以
-前

不
ワ乏
昌才
-

子
嚇其

蔽

至
'以
昌詩
-交
嚇爲

中禪
-林

之

業
納郵
以

痛
-恨

甲也
、

　
　
　
　
　

史

館

落

話

　

ぞ

體
各
異
な
ゆ
、齊
脅
は
交
々
句

々
、古
詞

を

採
接
す
、風
騒
の
醴
あ

の
、然
れ
ど
も
、其
の
得
ざ
る

の
日

に
至
り
て
は
、忽
ち
目
を
驚
か

さ
す
、新
意
無
き
を
以
て
の
故
な
り
、以
言
は
之
れ

に
反
す
、作
る

所
の
詩
、意
に
任
せ
詞
を

恣
に

し
、郤

つ
て
轡
策
無
し
、共

の
體
固

　
　
　
　
　
　

ぐ

に
新
に
.其
の
興
彌
多
し
、得
ざ
る
の
日

に
至
り
て
も
、亦
後
進

の

及
ぶ
所
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

ヒ
ト

或
江
匡
房
に
問
ひ
て
曰
く
、本
朝
才
子

の
中
、父
子
美

を
共

に
す

る
者
は
誰
そ
や
、答

へ
て
曰
く
、都
良
香

の
子
在
中
・菅
相
の
子
淳

茂
・菅
文
時
の
子
輔
昭
の
み
と
。
　
　
　

丶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
㌧
ピ桟ー
丶
　
　
　!

右
四
十
二
件
、亡
嗣
子
愨
、史
館
憇
息

の
間
、抄
纂
ず

る
所
な
り
.共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ソ
ヱ
モ
ノ

の
沒
後
に
及
び
て
、初
め
て
之
れ

を

見
、而

し

て
涙

の
從
な
り
、

月
を
踰

え
て
之
れ
を
見

れ

ば
、覿
面

の
話
な
り
、年
を
隔
て
ゝ
之

れ
を
讀
め
ば
、袖
中
の
珍
な
り
、本
朝
、中
葉
苡
來
、縉
紳
の
徒
、唯
だ

倭
歌
の
林
に
遊
び
て
、唐
詩
の
苑

を

窺
は
す
、故
に
世
人
、中
葉
以

前
、才
子
に
乏
し
か
ら
ざ
る
を

知
ら
す
、其
の
蔽
、詩
丈
を
以
て
、禪

林
の
業
と
爲
す
に
至
る
、以
て
痛
恨
す

べ

き
な
り
、此
の

一
帖
、若

し
世
聞
に
傳
ら
ば
、則
ち
窺
豹

の

{
管
な

ら
む
か
、唯
だ
惜
む
ら

一
三



唱

　
　
　
　
　
　
　
.
日

本

詩

話

叢

書

蹴　
　

此

マ
帖
、若

傳
"世
-問
嚇期

窺
v晶豹

之

㌘
管

.乎
、唯

惜

彼

　
　

早
-世

獪

有
γ所
v遺

也
、時

想
℃補

昌足

之
轍以

成
恥彼

志
h然

　
　

修
-史

事
,繁
、未
レ能
v起
v筆
-偶
.賞

露

-休
嚇追

謝懐

徃

事
嚇獨
」

　

鳩

　
　

坐

無
レ俘
。永
-
日

難
v淌
、手

把
尓

・帖
n口

誦
己嘉

-話
嚇則

眼

　
　

不
v在
v花
、耳

不
v在

v鶯
、獪
ヨ彼

之

侍

副坐

于

此
n如
鰹身

自

　
　

追
副邏

於

古
蝋乃

記
昌ニ
ーご
で
件

於

其

末
n自
v今

而

後
、毎

　
　

7有

暇

旦

逐
女

積
-累
、以

及
昌百
轟

崩則

豈

啻

更
-館

之

　
　

茗
-話

而
'巳

哉
、詩
・林

之

玉
・屑

其

庶
ー幾

乎
、丁
-未

春

　
　

之

仲

月

之

閏
、館

之

休

老
・爺

學
士

濺
レ涙

跋
造

-帖

　
　

之

後
嚇併

爲
"績

帖

之

序

叩

　
　

元

慶

年
・中

渤

海

丈
-籍
-監

裴

顛

來
朝

、菅

丞

相

假

'

　
　

爲
昌禮
-部

侍
鄭

h接
邁

鴻
-購

館

鱠
-酬

數

議
掃
、事

見
昌國
・

　
　

史

及

菅

集

嚇其

後

延

喜

年
-中
、渤

海

裴

鏐

來
-朝
、菅

τ
　

淳

茂

相
置見

賦
γ詩
、其

マ
聯

日
、裴

文

籍

後

聞
v君

久
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
四

く
は
、彼
早
世
、…獪
遺
す
所
有
る
を
、時
に
之
れ

を
補
足
し
、以
て
彼

の
志
を
成
さ
む
こ
と
を
想
ふ
、然
れ
ど
も
、修
史

の
事

繁
に
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ

未
だ
筆
を
剋
す
能
は
す
、偶
館
休
に
當

り

て
、往
事
を
追
懐
し
、獨

坐
拌
無
く
、永
日
淆
し

難
し
、手
に
小
帖

を
把
り
、口
に
嘉
話
を
誦

す
る
と
き
は
、則
ち
眼
、花
に
在
ら
す
、耳
、鶯
に
在
ら
す
、獪
彼
の
此

に
侍
坐
す
る
が
ご
と
く
、身
自
ら
古

に
追
還

す

る

が
如
し
、乃
ち

こ
三
件
を
其
の
末
に
記

す
、今
よ

り
後
、暇
日
有
る
毎
に
、逐
次
積

累
、以
て
百

件

に
及
ぶ
と
き
は
、則
豈
に
啻
史
館
の
茗
話
の
み
な

ら
む
や
、詩

林
の
玉
屑
其
れ
庶
幾
か
ら
む
か
、丁
宋
春

の
仲
月
の

閏
、館
の
休
老
爺
學
+
、涙
を
濺
ぎ

て

遺
帖
の
後
に
跋
し
、併
せ
て

績
帖
の
序
と
爲
す
。

元
慶
年
中
、渤
戳
の
丈
籍
-監
裴
-顳
來
朝
す
、菅
丞
相
假
に
禮
部
侍

郎
と
爲
り
て
、鴻
臚
館
に
接
遇
す
、鱠
酬

數
篇
、事
は

國
史
及
び
菅

集
に
見
え
た
り
、其
の
後
、延
喜
年
申
、渤
海
の
裴
顳
來
朝
す
、菅
淳

蔑
、相
見
て
詩
を
賦
す
、其
の

一
聯

に

曰
く
「裴
文
籍
が
後
君
を
聞

く
こ
と
久
し
、菅
禮
部
の
孤
我

を
見
る
こ

と
新
な
り
』珍
之
れ
を
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.菅

禮

部

孤

見

〃我

薪
、鏐

吟
v之

垂
v涙
、淳

茂

者

丞
-相

子

也
、繆

者

顳

子

也
、異
-域

二
-代
、兩
-家

邂
-逅

.可
レ謂
鱈

奇

遇

脚也
。

都

良

香

紳

-仙

策

日
、三
-壷

雲

浮

七
・萬

虫

之

程

分

v浪
、五
-城
霞

-峙

十
-二
-褸

之

構

挿
レ天
、云
-
云
、讀
v之

則

覺

昌度
-量

之

慶
-大
嚇後
-世

好
v事

者

日
、良

香

登
-仙

者
、

乃
轟是

依
昌此

策

丈
一而

誇
-読

乎
、都

香

果

不
v爲
v仙
、其

卒
-年

見
邑國
-史
司

小

野

美

材

奉
'勅

寫
"臼

氏

詩

於

御
-選

書
昌其

後
白

、

大
-原

居

易

古

詩
-聖
、小

野

美

材

今

草
融
脚、美

材

翰
-

墨

之

妙

爲

レ時

被

レ許

、故

自

言

亦

云
v爾
。

田

逹

音

秋
自

威

-懐

詩

日
、由
-來

威

恵

在
昌秋
夫

ハ多

被
昌當
8時

節
・物

牽
嚇第
-
、一
傷
v心

何

處

最
、竹
嵐

鳴
y葉

月
-明

前
、逹

暑

與
昌菅
-相
一同
γ時
、菅

集

所
'謂

田

詩

伯

　
　
　
　
　

史

館

茗

話

吟
じ
て
涙
を
垂
る
.淳
蔑
は
、丞
相
の
子
な
り
、珍
は
顧
の
子
な
り
、

異
域
二
代
、兩
家
邂
逅
、奇
遇
と
謂
ふ
べ
し
。

都
良
香
の
神
仙
策
に
曰
く
「三
壺
雲
は
淨
び
七
萬
里
の
程
浪
を
分

つ
、五
城
霞
は
峙
つ
十
二
樓
の
構
天

を

挿
む
」鼓
々
、之
れ
を
讃
む

と
き
は
、則
ち
度
量
の
廣
大

な
る
を
覺
ゆ
、後
世
事
を
好
む
者
曰

く
、良
香
登
仙
す
と
は
、乃
ち
是
れ
此

の
策
文

に
依
り
て
而
し
て

誇
読
す
る
か
、都
香
果
し
て
仙

と

爲
ら
す
、其
の
卒
年
、國
史
に
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

》

え
た
り
。

小
野
美
材
、勅
を
奉
じ
て
白
氏
の
詩
を

御
屏

に
寫
す
、其
の
後
に

書
し
て
曰
く
、大
原
の
居
易

は
古
の

詩
聖
、小
野
の
美
材
は
今
の

草
棘
、美
材
翰
墨
の
妙
、時

の
爲
に
許

さ
る
、故
に
自
ら
言
ふ

ご

ミ

も
亦
云
ふ
こ
と
爾
り
。

田
逹
音
の
秋
日
感
懐
の
詩

に

曰
く
「由
來
感

思
秋
天
に
在
り
、獅

く
は
當
時
の
節
物
に
牽
か
る
、第

一
心
を
傷
ま
し
む
る
こ
と
何
奔

處
か
最
な
る
、竹
風
葉
を
鳴
ら

す

月
明
の

前
」達
晋
は
菅
相
と
峡

を
同
う
す
憾
甘
集
に
謂
ゆ

る

田
詩
伯

と

は
是
れ
な
り
、菅
公
之
融
,

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
正
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日

本

詩

話

叢

書

是

也

菅

公

推
v之

稱

詩

-伯

則

其

以
ゾ詩

鳴
γ世

者

可

v知
、然

此

絶
・句

外

所
ソ作

不
昌多

聞
門按

陽

成

實

録

崩元

慶

午

中
、菅

原

道

置
ハ・島

田

忠

臣

赴
昌鴻
・膿

館
翼

昌漸

海

裴

文

籍

一贖
-答
、考
3諸

菅

集

嚇則

田

逵

音

也
、逹

音

之

音

與
昌忠

臣

之

訓

輌相
捕

…、則

果

是

∵
人

也
、紀

長

谷

雄

或

作
昌發

昭
嚇是

亦

音

-訓

麺
由
川
可
昌類

推

焉

。

菅

丞

相

撰
副進

其

三
・代

家
-集

一
マ
十

八
-卷
h以

獻

昌延

喜

帝
嚇帝

賜
昌御
-製

律
-詩

'褒

レ之
、其

詩

日
、門
-風

自
γ古

是

儒
-林
、今

日

文
-華

皆

悉

金

、唯

詠

二

-聯

知
昌華

味

嚇

況

蓮
畠三
・代

一飽
昌清
-吟
h琢
副磨

塞

玉
葡聲
-聲

麗

、裁
副製

餘
-

霞

句

-句

侵
、更

有
目菅
-家

勝

昌自
-樣
一從
v茲

抛
-卻

匣
-塵

深

、時

人

榮
レ之
、先
v是

渤
-海

大
-使

裴

顛

與

昌菅
-相

一膾
-

答
、謂

其

詩

體

似
昌樂

天
n故

御
・製

云
v爾
、末
-句

意
-旨

…難
ぴ解
、蓋

讀

昌此

集
崩則

臼

集

可
昌抛
-擲

師之

義

乎
、三
-代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六

を
推
し
て
詩
伯
と
稱
す
れ
ば
、則
ち
其

の
詩
を
以
て
世
に
鳴
る
者

知
ろ
べ
し
、然
れ
ど
巻
、此
の
絶
句
の
外
に
、作
る
所
、多
く
聞
か
す
㌦

陽
成
實
録
を
按
す
る
に
、元
慶
年
中

に
、菅
原
道
眞
・島
田
忠
臣
、鴻

臚
館
に
赴
き
、渤
海
の
裴
文
籍
と
膾
答
す
、諸
れ

を
菅
集
に
考
ふ

る
と
き
は
、則
ち
田
逹
晋
な

り
.達
音

の
}膏
、忠
臣
の
訓
と
相
通
す

る
と
き
は
、則
ち
果

し

て
是
れ

一
人
な
り
、紀
長
谷
雄
或
は
發
昭

に
作
る
.是
れ
亦
管
訓
通
用
す
、類
推
す
べ
し
。

菅
丞
相
、其
の
三
代
家
集
二
十
八
卷

を
撰
集
し

て

以
て
延
喜
帝

に
獻
す
、帝
、御
製
の
律
詩
を
賜
ぴ
て
之
れ

を

褒
す
」其
の
詩
に
曰

く
「門
風
古
よ
り
是
れ
儒
林
、今
日

丈

華
皆
悉
く
金
、唯
だ

一
聯
を

詠
じ
て
氣
味
を

知
る
、況
や

三
代
に
連
ね
て
清
吟
に
飽
く
を
や
、

寒
玉
を
琢
磨
し

て
聲

々
麗
し
、餘
霞

を
裁
製

し
惹
句
々
侵
す
、更

に
菅
家
の
白
樣
に
勝
る
有
り
、竝
れ
よ

り

抛
却
し

て
匣
塵
深
し
』

時
入
之
れ
を
榮
と
す
、是
れ
よ
.り
先
き
、渤
海

の
大
使
裴
顳
、菅
相

と
贈
答
す
、誚

へ
ら
く
、其
の
詩
體
樂

天
に
似

た
り
と
、故
に
御
製

に
爾
か
云
ふ
、末
句
の
意
旨
、解
し
難

し
、蓋
し
此

の
集
を
讀
む
と

き
は
、則
ち
白
集
は
釶
擲
す
べ
き
の
義
か
、三
代
と
は
、清
公
・是
善
・



1
1

3$7;
(

者

謂
昌清

公

是

善

及

右

相
一也
、右
・相

文
-藻

今

獪

存

焉
、ご
-代

集

不
v傳

、可
昌以

惜
一焉
。

昌

泰

之

初
、菅

丞

相

侍

β重
・陽

宴

一賦
v菊

、其

雫
聯

日
、

謙
-徳

晩

開

秋
-月

杪

、勁
-心

塞

立

曉

-霜

前

、時

人

嘆
副

服

其

守
-持

之

卓

固

一也
。

昌

泰

二
-年

重
-陽

宴
、以
軍菊

散
昌
マ
叢

金

蕊

ジ
題
、菅

相

詩

日
、不
懸是

秋
-江

錬
昌自
-沙
冖黄
-金

化
-出

滿

-叢

花
、微
-

臣

釆

得

瞥
聊
中

滿
、豈

若

鵡
〒
經

遺

在
象

、其

身

既

貴
、

然

造
!次

不
γ忘
昌家
-業
一者

、可
昌以

見

一焉
、且

夫

諷
-諭

之

意

自

在
昌其

中
嚇不
v可
v不
レ著
レ意

也
、紀

長

谷

雄

詩

日
、

廉
-士
、路
-中

疑

不
γ拾
、道
-家

煙
-裏

誤

應

v燒

、菅
-相

太

褒

v之
、三

善

清

行

詩

日
、鄭
-縣

村
-閭

皆

富
v貨

、陶

家

兒
-子

不
v乖
v堂
、自
訓負

此

句
n然

菅
-相

不
v賞
v之
、清

行

不
v悦
、宴

罷

共

出

到
8建

春

門
冖清

行

問
昌菅
-相

一日
、公

　
　
　
　
　

史

館

茗

話

及
び
右
相
を
謂
ふ
な
り
、右
相
の
丈
藻
今
獪

存
す
、二
代

の
集
簿

ら
す
、以
て
惜
む
べ
し
。

昌
泰
の
初
.菅
丞
相
、重
陽
の
宴
に
侍
し

て
菊

を
賦
す
、跳
ハの

一
聯

に
曰
く
「謙
徳
晩
く
開

く

秋
月
の
杪
、勁

心
塞
く
立

つ
曉
霜
の
前
」

と
、時
入
其
の
守
持
の
貞
固
な
る
に
嘩
服
す
。

昌
泰
二
年
、重
陽
の
宴
に
、菊
は

一
叢

の
金
を
散
す

る
を

以
て
題

と
爲
す
、菅
相
の
詩
に
曰
く
「是
れ
秋

江

白
沙
を
錬
す

る
に
あ
ら

す
、黄
金
化
出
す
滿

叢

の
花
、微
臣
釆
り
得
て
蠶
中
に
滿

っ
、豈
に

一
經
の
遐
し
て
家
に
在
る

に
若

か
む
や
」と
其

身
既
に
貴
し
、然

れ
ど
も
、造
次
も
家
業

を

忘
れ
ざ
る
者
、以
て
見
る
べ
し
、且
つ
夫

れ
諷
論
の
意
、自
ら
其
の
中
に
在
り
、意
を
著
け

ざ
る

べ
か
ら
ざ

る
な
り
、紀
長
谷
雄

の
詩
に
曰
く
「廉
士
路

中

疑
つ
て
拾
は
す
、道

家
煙
裏
誤
つ
て
應
に
燒

く
べ
し
し菅
相
太

だ
之
れ
を
褒
す
、三
善

清
行
の
詩
に
口
く
「躑
縣
の
村
閭

皆

貨

に
富
め
り
、陶
家
の
兒
子

堂
に
埀
せ
す
」此
の
句

を
自
負
す
、然
れ
ど
も
、菅
相
之
れ
夕
賞
せ

す
、清
行
溌
び
ず
、宴
罷
み
て
、共
に
出
で
ゝ
建
春
門
に
到
る
酒清
行
、

菅
相
に
問
ぴ
て
曰
く
、公
何
ぞ
我
が
詩
を

取

ち

ざ
る
や
、公
曰
く
.

富
貨
の
字
穩
な
ら
す
、之
れ
を

改
め
て
、屋
を
潤
す
と

爲
さ
ば
、恰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



3331

　
　
　
　
　

日

本

詩

話

叢
毒

何

不
γ取
昌我

詩

哉

、公

日
富

貨

字

不
レ穩
.改
γ之

爲
γ潤

v屋
恰
-好
、清

行

乃

改
判書
、之
幻

菅
-相

客
-舍

對
v雪

一
・聯

日
、立

於
。庭
・上

一頭

爲
ゼ鶴

、坐

在
昌爐
-邊

一手

不
レ龜
、句

云

意

云
、其

用
γ字

可
v謂
"佳
-墾

也
。

菅
-家

自

題

綿其

畫
-像
"日
、眞
∵
圖

對
ピ我

無
"詩
-興
ハ恨

寫
"

衣
-冠

一不
ド寫
γ情
、蓋

其

畫
γ花

者
、繪
y色

不
γ鱠
γ香

之

意

、

暗

合

乎

。

渤
-海

裴

鏐

歸
γ國
、都

在

中

在

昌越
-前

"接
醐遇
、之

一臨
y別

贈

γ詩
、其

末
・句

、日

與
γ君

後
-會

應
〃無
y定
、從
y此

懸

望

北

-海

風
、膠

太

戚
制賞

之
嚇朝
-議

謂

不
吼奉
レ詔

私

與
5外

-

國

一賂
-答

、欲

γ責
斟問

之

{然

以
.其

句

爲

"外
-客
一被
"稱
、故

宥

乏

。

江

朝

綱

及
-第

詩

、以

昌兩
-音

字

一爲

昌夲
・聲

脚用
γ之
、博

士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

好
な
ら
む
、清
行
乃
ち
之
れ
を
改
め
書
す
。

菅
相
、客
舍
雪
に
野
す
る

一
聯

に

曰
く
「立
つ
て
庭
上
に
於
て
す

れ
ば
頭
鶴
と
爲
り
、坐

し

て
爐
邊
に
在
れ
ば
手
龜
ら
す
』と
、句
と

云
ひ
意
と
去
ひ
、其

の
字
を
用
ふ
る
≧
、佳
劉
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。

菅
家
、自
ら
其
の
畫
像
に
題

し

て

曰
く
「眞
圖
我
に
對
し
て
詩
興

無
し
、恨
む
ら
く
は
衣
冠
を
寫
し
て
情
を

寫
さ
ゝ
る
を
」と
、蓋
し

其
れ
花
を
書
く
者
は
、色
を
繪
き

て
香
を
繪
か
ざ

る
の
意
、暗
合

す
る
か
。

渤
海
の
裴
膠
、國
に
歸
る
と
き
、都
在
中
、越
前
に
在

り

て
之
れ
に

接
遇
す
、別
れ
に
臨
み
て
詩
を
膾
る
、其

の
末
句
に
曰
く
「君
と
後

會
應
に
定
め
無
か
る

べ

し
、此
れ
從

り
懸
に
望
む
北
海
の
風
」珍

太
だ
之
れ
を
感
賞
す
、朝
議
謂

へ
ら
く
、詔
を
奉
ぜ
す

し
て
、私
に

外
國
と
膾
答
す
、と
之
れ
を
責
問
せ
む

と
欲
す
.然
れ
ど
も
.其
の

句
、外
客
の
爲
に
稱
せ
ら
る
ふ
を
以
て
、故
に
之
れ
を
宥
す
。

江
朝
綱
の
及
第
の
詩
に
、爾
霤
の
字
を
以
て
罕
聲
と
爲
し
て
之
れ
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等

難
レ之
、朝

綱

引
賢菅

相

詩

所
γ謂

鶴

飛
覧
T
里
一未
⇔離

レ地
周
、離

孚

兩
⊥晋
、然

爲
呂凖
-聲
一用
v之
、博

士

等

獪

未

γ服
v之
、欲
v處
a落
-第
嚇延
喜

帝

聞
り之
、詔

日
、堂
-時

博
-士

何

及
"菅
-相
囀哉
.朝

綱

邃

及

第
、此

外

兩

昔

字

爲
驫李

聲
嚇則

時

議

紛

紜

蓋

其

本

朝

之

習

俗

乎
.

江

朝

綱

賦
昌王

昭

君
胸日
、胡

角

一
盤

霜

後

夢
、漢

宮

萬

里

月

前

腸
、可
び謂
昌秀

句
'也
、時

人

或

難
"霜

掌

與

v腸
同

韻
一也
、想

夫

妬
翼

才
一強

欲
γ求
γ疵

乎
。

江

朝

綱
・菅

文

時

同

會
昌某

皇

孫

宅
一見
v花

賦
γ詩
、朝

綱

吟

日
、此

花

非
。是

入

間

種
h瓊

樹

枝

頭

第

二

花
、

文

時

句

日
、此

花

非
昌是

人

間

種
嚇再

養
昌李

臺

一
片

霞
嚇士

七

字

不
伊違
a
一
字
〒

句

共

言
簗

園

之

事
嚇此

皇

孫

不
v詳
γ爲
昌何

親

王

子
内然

爲
昌第

二
郎
嚇故

日
昌第

二

花
嚇也

日
昼再

養
{寓
爲

轟皇

孫
一之

意
ハ其

取
γ事

用
レ字
、

　
　
　
　
　
史

館

茗

話

を
用
ふ
、博
士
等
之
れ
を
難
す
、朝
綱
、菅
相

の
詩
に
謂
ゆ
る
「鶴
は

千
里
に
飛
ん
で
未
だ
地

を

離

れ
・ず
」と
い
ふ
を
引
き
て
曰
く
、離

の
字
爾
音
、然
れ
ど
も
、亭
聲
と
爲
し
て
之
れ

を
用

ひ
た
り
と
、博

士
等
獪
未
だ
之
れ

に
服
せ
す
、落
第

に
處
せ
む
と
欲
す
、延
喜
帝

之
れ
を
聞
き
、詔
し
て
曰
く
、當
時

の
博

士
、何
ぞ
菅
相

に
及
ぱ
む

や
と
、朝
綱
途
に
及
第
す
、此
の
外
、兩
晋

の
宇
、畢
聲
と
爲
す
と
き

は
、則
ち
時
議
紛
紜
た
勢
、蓋
し
其
れ
本
朝
の
習
俗
か
。

江
朝
綱
、王
昭
君
を
賦
し
て
曰
く
「胡
角

…
聲
霜
後
の
夢
、漢
宮
萬

里
月
前
の
腸
」と
秀
句
と
謂

ふ

べ
し
、時
人
或
は
霜
の
字
、腸
と
同

韻
な
る
を
難
す
、想
ふ
に
、夫
れ
典
の
才

を

妬
み
て
、強
ひ
て
疵
を

求
め
む
と
欲
す
る
か
。

江
朝
綱
.菅
文
時
、「同
じ
く
某
皇
孫
の
宅

に
會
し
、花
を
見
て
詩
を

賦
す
、朝
綱
吟
じ
て
曰
く
「此
の
花
是
れ
人
間

の
種
に
非
す
、瓊
樹

枝
頭
第
二
の
花
』文
時
の
句

に

曰
く
「此

の
花
是

れ
人
間

の
種
に

非
ず
、再
び
準
臺

一
片

の
霞
を
養
ふ
」上
の
七
字
、
一
字
を

違

へ
す
、

下
の
句
、共
に
梁
園

の
事
を
言
ふ
、此
の
皇
孫
は
、何
れ
の
親
王
の

子
た
る
こ
と
を
詳
に
せ
す
、然
れ
ど
恐
、第

二

郎
た
り
、故
に
第
二

の
花
と

口
ふ
な
り
、再
び
養
ふ
と
日
ふ
は
、皇
孫
た

る

の
意
を
寓

す
、其
の
事
を
取
り
字
を
用
ふ

る
、彼
れ
此

れ
優
劣
無
し
、之
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
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窺
本

詩

話

叢
書

彼

此

無
鷆優

劣
嚇謂
"之

二

妙
一乎
.謂
昌之

聯

壁
轍乎
.

村

上

帝

遊

冷̀

泉

院
門召
昌文

人
嚇賜
"花

光

水

上

淨

題
嚇

勅
昌菅

文

時
一作
v序
、序

遲

成
、屡
.促
ド之
、獪

未
レ成
、乘

輿

既

將
レ邏
、時

序

成

獻
レ之
、帝

勅
昌藤

雅

材
一讀
"之
、停
ソ駕

聞
レ之
、序

中

有
7誰

謂

水

無
v心
、濃

艶

臨

兮

波

縫
v色
、

誰

謂

花

不
7語
、輕

漾

激

兮

影

動
v唇

之

詞
n帝

大

域
副

賞

之
内再

開
雅

筵
一以

到

矢

明
四

菅

三

品

代
昌源

雅

信
一辭
昌大

臣
表

日
、傅

氏

巖

之

嵐

雖
v風
副雲

於

殷

夢

之

後
叫嚴

陵

瀬

之

水

獪

浬
副渭

於

漢

聘

之

初
嚇風

雲

浬

渭

之

字
、自
v非
v著
昌工

夫

鯛

不

レ易
v言
焉
.二
箇

故

事

尋

常

之

話
、日
目風

曇
罫
日
昌浬

渭
{

而

太

有
昌意

味
叩

菅

丈

時

懐

舊

一
聯

日
、桃

李

不
v言

春

幾

暮
、煙

霞

無
y跡

昔

誰

棲
、時

人

嘆
一美

之
司

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

二
〇

二
妙
と
謂
は
む
か
、之
れ
を
聯
璧
と
謂
は
む
か
。

村
上
帝
、冷
泉
院
に
遊
び
、文
人

を

召

し
、花

兀
瓜

上
に
淨

ぶ
の

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
ぐ

題
を
賜
ぴ
、菅
文
時
に
勅
し
て
序
を
作
ら

し

む
、序
遲
く
成
る
、屡

之
れ
を
促
す
、獪
未
だ
成
ら
ず
、乘
輿
既

に
將
に
還
ら

む

と
す
、時

に
序
成
り
て
之
れ

を
獻
す
、帝
、藤
雅
材
に
勅
し

て
之
れ
を
讀
ま

し
め
、駕
を
停
め
て
て
之
れ
を
聞
く
、序
中
に
、誰

か
謂
ふ
水
に
心

無
し
と
、濃
艶
臨
ん
で
波
色
を
變
す
、誰
か
謂

ふ
花
語
ら
す
と
、輕

漾
激
し
て
影
唇
を
動
す
』の
詞
あ
り
、帝
大
に
之
れ

を

感
賞
し
、再

び
雅
筵
を
開
き
、以
て
天
明
に
到
る
。

菅
三
晶
、源
雅
信
に
代
り
て
、大
臣
を
辭
す
る
表

に

曰
く
「傅
氏
巖

の
嵐
、殷
夢
の
後
に
風
雲
な

り

と
雖
も
、嚴
陵
瀬

の
水
、獪
漢
聘

の

初
に
浬
渭
な
り
」風
雲
湮
渭
の
字
、工
夫
を
筈
く

る

に
非
ざ
る
よ

り
は
、則
ち
言
ひ
易
か
ら
す
、こ
箇
の
故
事
、尋
常
の
話
に
し
て
、風

雲
と
日
ひ
浬
渭
と
日
ひ
て
、而
し
て
太

だ
意
味
あ
り
。

菅
文
時
の
懐
舊
の

一
聯

に

曰
く
『桃
李
言
は

す

春
…幾
た
び
か
暮

る
、煙
霞
跡
無
し
昔
誰
か
棲
み
し
』と
、時
人
之
れ
を
嘆
美
す
。

,／ ∫ノ
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酬
菅

女
戸時

代

昌清

,愼

公

一辭
昌左

大

將

一表

日
、隴

山

雲

-暗
、

李

將

軍
、之

在

吼家
西潁

水

浪
-閑
、祭

征

虜

之

未
γ仕

用
昌

李

廣

祭

逧

之

'事
{遍

傳
"都

下
h到

處

無
v不
μ読
v之
、見

者

無
v不
v戚
v之

一ヅ

タ

盜

數

輩

過
昌文

時

門
∴窺
v之
、問
昌

闇

人
白

、主

人

爲
ゾ誰
、答

日
、作
昌隴

山

雲
ー暗

之

詞

一之

入

也
、盜

聞
v之

日
、此

是

當

時

之

奇

才

也
鴇可
v畏

可

v畏
」乃

走

而

去
。

要

和

、帝

讓

位

之

後

在

昌冷

泉

堕

石
昌文

人

賦

昌隔
v花

遙

勸
レ酒

詩
肖以

昌菅

輔

昭
一爲

"序

者
嚇自
昌題

出

一至
二會

期
{

留
昌輔

昭

於

院

中
晒不
τ與

昌其

父

夊

時

一逋
苗問

、疑
蓋
ハ
有

呂

助

筆

一也
、其

序

末

日
、泝
鱒於

李

門

之

浪

騨二

年
、朝

恩

未
v及
《蹈
昌於

蓬

壷

之

雲

一十

日
、夜

飮

既

酣
、後

日

文

時

見
γ之

日
、言
菖十

日

一似

昌屈
v指

計
τ日
、不
v若
胃改

作

=

日
"也

　
　

　
　
　

史

館

茗

話

菅
文
時
、清
愼
公
に
代
り
て
、左
大
將
を
辭
す

る

表
に
白
ぐ
「隴
山

雲
嚇
し
、李
將
軍
の
家
に
在
る
、穎
水
浪
閑

な
り
、祭
征
虜
の
未
だ

仕

へ
す
」と
、李
廣
・祭
遒
の
事
を
用
ふ
、遍
く
都
下
に
傳
は
め
勃

る

處

、之

れ

を

訟

か

ざ

る
無

し
、見

る
者

、之

れ

を

感

ぜ

ざ

る
無

し
、
一

夕

、盜

數

輩
、交

時

の
門

に
邇
り

て
、之

れ
を

窺

ひ
、閣

人

に

問

ひ

て

　

日
ぐ

、実
人

は
謨

た

る
、答

へ
て

口
く

、隴

山

雲

暗

の

詞

を

作

り
し

人

な

り

、盜

之

れ

を
聞

き

て
口
く

、此

は
是

れ

當

師

の
奇

才

な
り
、

■

畏

る
可

し
畏

る

べ

し

と
、
乃
ち

走

り

て
て

去

れ

り
。

安

和
帝

護

位

の
後

、冷

泉

院

に
准

り
、文

人

を

召

し

て
、花

を

隔

て

て
遙

に
酒

を

勸

む

る
詩

を

賦

せ
し

む
、菅

輔

昭

を

以

て
序

者

と
爲

す
、題

出

で

ゝ
よ

り
會

期

に

至

る
ま

で
、輔

昭

を

院

中

に
留

め
、共

の
父

交

時

と
問

を

通

ぜ
し

め
す

、其

の
助

筆

あ

ら

む

こ

と

を

疑

ひ

て
な

り
、註
ハ
の
序

の
末

に

口

ぐ
「李

門

の
浪

に
泝

る

こ

と

二

年
、朝

恩

未

だ

及

ぼ

す
、蓬

壼

の
雲

を
蹈

む

こ

と

十

月
、夜
飮

既

に
酬

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　げ
へ
し　

り
」移

肩

、文

時

之

れ

を

見

て

曰
く

、十
日

と
言

ふ

と

き

は
、指

を

屈

し

て
日

を

計

ふ

る

に
似

た

り
、改

め

て

一
冂

と

作

す

に

は

若

か
ざ

る

な

り
.
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「t

崩
二
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日
本

詩
麗

叢

書

源

英

明

沒

後
、橘

直

幹

題
"其

遺

集

日
、陳

孔

琿

詞

筌

愈
v病
、馬

相

如

賦

只

凌
γ雲
、英

明

者

菅

相

外

孫

也
、直

幹

者

一
時

秀

才

也
、其

所
瓢稱

讚
如

託

、英

明

可
v謂
暢追
出外

租

風
一者
上也
。

天

暦

御

宇
、文

章

博

士

橘

直

幹

上

書
、請
v粂
昌民

部

大

輔
嚇倩
"小

野

道

風
h淨

書

以

獻
v之
、先

例

爲
昌文

章

博

士
一者
、必

蒹
邑他

官
嚇直

幹

漏
v恩

不
γ然
、故

其

書

中

有
γ言

日
、拜

除

之

恩

惟

一
、榮

枯

之

分

不
ド同
、依
レ人

而

異
レ事
、雖
v似
畠偏

頗
嚇代
v天

而

授
レ官
、誠

懸
嵩蓮

命
嚇天

覽

至
γ此
、龍

顔

躯

然
、其

末

段

日
、瓢

箪

屡
,筌
、草

滋
"

顔

淵

之

巷
門藜

肇

深
'…鎖
、雨

濕
驫原

憲

之

樞
「至
v此

玉

音

誦
v之

數

回
、嘆

日
、彼

亦

U
世

之

文

士

也
、何

沈

窮

之

至
γ此

乎

哉
、是

膜

之

過

也
、帥

日

詔

任
昌民

部

大

輔
触天
皇

覽
。其

墨

痕

鮮

麗

口日
、是

可
ゾ爲
"道

風

之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
ニ

源
英
明
沒
し
て
後
、橘
直
幹
其
の
遣
集
に
題

し

て

曰
く
「陳
孔
璋

の
詞
塞
し
く
病

を
愈
し
、馬
相
如

の
賦
只
だ
雪
を
凌
ぐ
」と
英
明

は
菅
相
の
外
孫
な
り
、直
幹

は

一
時
の
秀
才

な
り
、其
の
稱
讚
す

る
所
此
の
如
し
、英
明
は
、外
租
の
風
を

追
ふ
者
と
謂
ふ
べ
き
な

り
。

天
暦
の
御
宇
、文
章
博
士
橘
直
幹
・上
書

し

て
、民
部
大
輔
を
褻
ね

む
と
請
ふ
、小
野
道
風
を
倩
ひ
て
、淨
書
t
以
て
之

れ

を
獻
す
、先

例
に
、文
章
博
士
た
る
者
は
、必
す
他
官

を

象
ぬ
、直
幹
恩
に
漏
れ

て
然
ら
す
、故
に
其
の
書
中
に
言

へ
る

あ
ρ
、曰
く
「拜
除
の
恩
惟

れ

一
、榮
枯
の
分
同
じ

か
ら
す
、人
に
依
り
て
而
し

て
事
を
異
に

す
、偏
頗
に
似
た
り
と
雖
も
、天
に
代
り
て
而
し

て
官
を
授
く
、誠

に
蓮
命
に
懸
る
」と
天
覽
此
に
至

り

て
、龍
顔
艶
然
、其
の
末
段
に

　
　
　
　

ぐ

曰
く
「瓢
箪
屡
筌
し
、草
顔
淵
の
巷
に
滋
し
、藜
蟇
深
く
鎖
す
、雨
原

憲
の
樞
を
濕
す
」玉
昔
之
れ
を
誦
す
る

こ
と

數
回
、嘆
じ
て
曰
く
、

彼
も
亦

一
世
の
文
士
な
り
、何
ぞ
沈
窮
す
る

こ
と

の
此
に

至
る

や
、是
れ
験
の
過
な
り
と
、齣
日
詔
し

て

民
部
大
輔
に
任
す
、天
皇

其
の
墨
痕
鮮
麗
な
る
を

覽

て
曰
く
、是
れ
道
風
の
筆
た

る
べ
し
、

文
と
云
ひ
筆
と
い
ひ
、固
に

愛
翫
す

べ

し
、と
而
し
て
後
常
に
既

の
書
を
御
牀
の
傍
に
置
け
の
、天
徳
四
年
、禁
闕
火

に

罹
る
の
日
、



1
　

筆
一也
、丈

云

筆

云
、固

可
昌愛

翫
剛而

後

常

置
昌此

書

於

　
　

御

牀

傍
喝天

徳

四

年
、禁

闕

罹
y火

之

日
、天

皇

顧
"侍

　
　

臣
白

、直

幹

之

書

菟
ゲ火

乎

否
、不
龜敢

問
昌其

餘

之

珍

　
　

貨
「時

人

聞
v之
、威
"天

皇

之

電
"文

也
。

　
　

菅

三

品

沒

後
、慶

保

胤

遊
其

舊

亭
↓見
亀
一
葉

落
庭

、

　
　

吟

日
、鴻

漸

散

問

秋

色

少
、鯉

常

趨

處

晩

聲

微
、保

　
　

胤

者
、三

品

門

人

也
、上

句

域
γ時
、下

句

懷
v舊
、鴻

漸

　
.

鯉

趨
、假

勢

之

巧

者

也
、但

漸

字

與
勘易

文
巽

γ義
、是

　
　

亦

假

用

也
。

　
　

源

順

河

原

院

賦

日
、張

呉

滅

兮

有
昌荊

棘
嚇姑

蘇

臺

　
　

之

露

渡

漢
、暴

秦

襄

兮

無
"虎

狼
嚇威

陽

宮

之

煙

片

　
　

片
、河

原

院

者
、左

大

臣

源

融

之

舊

跡

也
、懐

古

鑑

　
　

戒

之

意

共

切
。

　
　

源

順

聽
鱈右

中

將

藤

某

讀
の論

語
曲作
γ序

日
、職

列
。虎

舗　
　
　
　
　
　
　

史
舘

碆
』話

天
皇
侍
臣
を
顧
み
て
曰
く
、直
幹

の
書
、火
を
冤
る

ゝ
や
否
や
と
.

敢
て
其

の
餘
の
珍
貨
を
問
は

ざ

り
き
、時
人
之

れ
を
聞
き
て
、天

皇
の
文
を
重
ん
ぜ
ら
る
女
に
感
す
る
な
り
。

菅
三
晶
沒
し
て
後
、慶
保
胤
、其
の
舊
亭

に
遊
び
、
婦
葉
庭
に
落
つ

る
を
見
て
、吟
じ
て
曰
く
「鴻
漸

く

散
す

る
間
秋
色
少
し
、鯉
常
に

趨
る
處
晩
聲
微
な
り
しと
、保
胤
は

三
品

の
門
人
な
り
、上
の
句
は
、

時
に
感
じ
、下
の
句
は
、舊
を
懐
ふ
.鴻
漸
鯉
趨
、假
樹
の
巧
な
る
者

な
り
、但
だ
漸

の
字
、易
の
文
と
義
を
異

に
す
、是
亦
假
用
な
り
。

源
順

の
河
原
院

の
賦
に
曰
く
「強
呉

滅

び

て

荊
棘
有
り
、姑
蘇
臺

の
露
漉
跳
々
た
り
、暴
秦
衰

へ
て
虎

狼
無
し
、咸
陽
宮

の
煙
片

々
た

り
」河
原
の
院
と
は
.左
大
臣
源
融

の
舊
跡
な
り
、懐
古
鑑
戎
の
意

共
に
切
な
り
。

源
順
・右
中
將
藤
某
の
論
語
を
讀

む

を

聽
き
て
、序
を
作
り
て
日

く
「職
・虎
牙
に
列
し
、武
勇
を
漢
の
四
七

の
將
に
拉
す
と
雖
も
、畢

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

二
三



3猛壁 一
　
　
　
　
　

日

本

詩

話

叢

書

牙

q雖
v拉

齢武

勇

於

漢

四

七

將
嚇學
抽

　麟

角

嚇逾

味

昌丈

章

於

魯

二

十

篇
「其

取
レ事

用
v宇

無

昌遺

恨
舶

源
順

詠
y臼

律

詩

日
、銀

河

澄

朗

素

秋

天
、叉

見

林

園

自

露

圓
、毛

寳

龜

歸
昌塞

浪

底
崩王

弘

使

立
昌晩

花

前

n蘆

洲

月

色

隨
v潮

満
、葱

嶺

雲

膚

輿
v雪

蓮
、霜

鶴

沙

鴎

皆

可
v愛

、唯

嫌

年

髯

漸

幡

然
、可
、v謂
盖佳

作
一也

、

頷

聯

頸

聯

用
γ事

賦
レ景

恰

好
、然

起

句

末

句

素

自

幡

三
「字

似

昌繁

冗

一乎
、強

難
v之
、則

頗

爲

鵠遺

恨
癖乎

。

橘

倚

李

.詩

日
、楚

三

閭

醒

絡

何

盆
、周

伯

夷

饑

未

昌

必

腎

嚇伯

字

與
〃百

逋
v音

、故

對
昌三

宇
h其

句

可
v讀
v之
、

然

'非
7知
昌伯

夷

屈

原
一者
加終

何

爲
・米
"必
,賢

"之

詞
、太

覺
レ有
ヴ費
、也

蓋

彼

求
昌仕

進

一之

F心
、自

露

出

者

乎
。
'

藤

在

衡

!少

在
幅學

寮
蚕
ハ昌橘

正

通

μ友

善
∩既

蒲

海

衡

叙
麟五

'位

一任
鶲式

.部
少

輔
桝補
。臓
∵入

一昇

殿
、正

通

獪

列
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
四

麟
角
を
抽
ん
づ
、途
に
文
章
を
魯
の
二

十
篇

に
味
ふ
」と
、其

の
事

を
取
り
字
を
用
ゐ
ふ
、遺
恨
無
し
。

源
順
・自
を
詠
す
る
律
詩

に
曰
く
「銀
河
澄
-明
素
秋

の
天
、叉
見
る

林
躙
白
露
の
圓
な
る
を
、毛
寳
の
龜
は

寒
浪

の
底
に
歸
り
.王
弘

の
使
は
晩
花

の
前

に
立

つ
、蘆
洲
の

月
色
潮
に
随
つ
て
滿
ち
、葱

嶺
の
雲
膚
雪
と
迚
る
、霜
鶴
沙
鴎
皆
愛

す

可
し
、唯
だ
嫌
ふ
年
髦

の
漸
く
幡
然
た

る
を
」佳
作
な

り
と
謂

ふ
べ

き
な
り
、頷
聯
頸
聯

事
を
用
ひ
景
を
賦

す

恰
好
、然
れ
ど
も
、起
句
末
句
の
素
白
幡

の

三
字
、繁
冗
に
似
た
る
か
、強
ひ
て
之

れ

を
難
す
れ
ば
、則
ち
頗
る

遣
恨
み
爲
さ
む
か
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

＼
一㌦ー
、昌

橘
倚
牛

の
詩
に
日
ぐ
「楚

の
三
閭
醒
め
て
終
に
何

の
釜
あ
ら
む

.

周
の
伯
夷
…饑
え
て
未
だ
必
す

し

も
賢

な
ら
す
」伯
の
字
、百
と
音

を
通
す
、故
に
三
の
字
に
對
す
、其
の
句
之
れ

を

讀
む
べ
し
」然
れ

と
も
、伯
夷
屈
原
を
知
る
者

に
非
す
、継

に
何

の

盆
あ
ら
む
、未
だ

必
す
し
も
賢
な
ら
す

の
詞
太
だ
費
え
有
る
を
覺
ゆ
、蓋
し
彼
れ
仕

進
を
求
む
る
の
心
、自
ら
露
出
す
る
者
か
。

藤
在
衡
・少
う
し
て
學
寮
に
在
り
、橘
正
通
と
友
と

し

善
し
、既
に

し

て
席
衡
、五
位
に
叙
し
、式
部
少
輔

に
任

ε
、藏
人
に
補
せ
ら



ヤ345

地

下
↓僅

至
昌宮
.内

、少

-丞
h正

逋

羨

v之
.皇
♂
一
'律

q日
、吏

部

侍

即

職

侍

中
、薯
γ緋

初

出

紫

微

宮
、銀

魚

腰

底

辭
昌春

水
嚇綾

鶴

衣

問

舞
昌曉

風
嚇花

月

舶
窓

交

昔

眤
、

雲

泥

萬

里

眼

今

窮
、省
v身

還

恥

相

知

久
、君

是

常
-

初

竹

馬

童
、其

後

在

衡

官

爵

追
v年

巻

爲
昌公

卿

正

通

漸

老

不

遇
、或
置時

列
在

衡

詩

筵

転

v序
、末

段

有

曜言
日
、齢

亜
昌顔

駟
一過
昌三

代
'而

獪

濳
、恨

同
昌伯

鸞
嚇歌
昌

.五

璽

而

將
v去
、去

留

未
v定

請

垂
轟博

愛
納源

爲

憲

同

席

聞

而

怪
v之
、既

而

正

逋

避
レ世

不
v知
昌其

所
"終
、或

臼
气到
昌高

麗

國
嚇以
出夊

才
一爲
昌高

官
一云
、後

來

具

卒

親

王

題
昌共

詩

卷
百

君

詩

一
帙

涙

盈
v巾
、潘

謝

末

流

原

憲

身
、黄

卷

鎮

携

疎

膈

月
、青

衫

長

帶

古

叢

春
、

文

華

留

作
"荊

山

玉
n風
骨

淌

爲
昌高

里

塵
h未
γ魯

茫

茫

天
道

理
、滿

朝

朱

紫

彼

何
,人
.蓋

深

惜

其̀

陸

沈
ご

　
　
　
　
　
史
館

茗

器

れ
昇
殿
す
㍗正
通
は
獪
地
下
に
列
し
、僅

に
宮
内

少

丞
に
至
る
、正

通
之
れ
を
羨

み
、
一
律
を
呈
し

て

曰
く
「吏
部
侍
郎
職
侍
中
、緋
を

著
て
初
め
て
出
づ

紫
微
宮
、銀
魚
腰
底
春
水

を

辭
し
、綾
鶴
衣
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ム
ツ

曉
風
に
舞
ふ
、花
月

扁
窓
交
り
昔
し
眤
び
、雲
泥
萬

里

眼
今

窮
ま

る
、身
を
省
み
て
遐
て
恥
づ
相
知

の
久
し

き
を
、君
は
是
れ
當
初

竹
馬
の
童
」、其

の
後
、在
衡
官
爵
年
を
追
う
て
進
み

て

公
卿
と
爲

る
、正
通
漸
く
老
い
て
不
遇
、或
時
在
衡

の
詩
筵
に
列
し
、序
を
作

る
、末
段
に
言

へ
る
あ
り
曰
く
「齡
・顏
駟

に
亜
げ

り
、三
代
を
過
ぎ

而
し
て
獪
潜
め
り
、恨
む
ら
く
は
、伯
鸞

に

同
じ
、五
噫
を
歌
ひ
而

し
て
將
に
去
ら
む
と
す
、去
留
未
だ
定

ら

す
、請
ふ
博
愛
を
垂
れ

よ
と
、源
爲
憲
同
席
、聞
き
て
之

れ
を
怪
む
、既
に
し
て
正
通
世
を

遲
け
、其
の
絡
る
所
を

知
ら
す
、或
は
曰
く
、高
麗
國
に
到
り
、文
才

を
以
て
高
官
と
爲

る

と
云
ふ
、後
來
、具
亭
親
王
、其
の
詩
卷
に
題

し
て
曰
く
「君
か
詩

一
帙
涙

巾
に

盈
つ
、潘
謝
の
末
流
原
憲
の
身
、

黄
卷
鎭

に
携
ふ
疎
漏

の
月
、青
袗
長

に

帶
ぶ
古
叢
の
春
、交
華
留

め
て
荊
山
の
玉

と

作
り
、風
骨
淌

え
て
蒿
里
の
塵
と
爲
る
、未
だ

、會
せ
で
茫
々
た
る
天
道
の
理
・滿
朝
の
朱
紫

彼
れ

何
人
ぞ
」蓋
し

深
く
覚
ハの
陸
沈
を
惜
む
な
り
。

二
五



8461

　 　
　
　
　
　

日

本
詩

話
叢

書

典

藥

頭

清

原

某
、暮

春

之

日
、曾

謁
菖兼

明

親

王

親

王

見
昌庭

前

黄

花
嚇吟

日
、點
副著

雌

黄
一天

有
v意
、欸

冬

誤

綻

暮

春

風
、清

某

問

日
、是

誰

人̀

所
レ作
、親

王

答

日
、或
番人

於
"朱

雀

院
輔作
v之
、以

爲
呂佳

句
h故

吟
ド之
、清

貝

欺

冬

倭

名

山

不

岐
、然

見
論本

草
翌
ハ
花

冬
'開

非
8

春

花
一也
、親

王

滅

悟

B
、自
μ今

汝

來

時

不
v可
8妄

吟
騨

y詩
也
、然

則

國

俗
.以
「歎

冬
"爲

餘̀

醺
颪
…
襲

之

誤

久

矣
、或

日
、此

二

句

者
、清

愼

公

所
レ詠

也
。

兼

明

親

王

者
、延

喜

帝

子

也
、博

學

多

才
、賜
昌源

姓
嚇

官

爵

頻

進
、至
噂左

大

臣
嚇及
轟藤

象

通

執
ワ政
、陽

鐔

以

爲
曝親

王
惘奪
6共

權

勢
嚇先
v是

彙

明

有
・老

休

之

志
嚇相
5

攸

於

龜

輿

至
〃此

兼

逋

錮
菖粂

明

於

台

嶺
り不
v能
v徃
昌

龜

山
期鬱

陶

作
認菟

裘

賦
嚇其

中

有
v言

日
、扶

桑

豈

無

ヅ影
乎
、浮

雲

掩

而

乍

昏
、叢

蘭

豈

丕

芳

乎
、秋

風

吹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

典
藥
頭
清
原
某
、暮
春
の
日
、曾
て
簑
明
親
王

に

謁
す
、親
王
庭
前

の
黄
花
を
見

て
、吟
じ
て
日
ぐ
「雌
黄

を

點
薯
す
天
意
あ
り
、歎
冬

誤

っ
て
綻
ふ
暮
春

の
風
」清
某
問
ひ
て
曰

く
、是
れ
誰
入
の
作
る

所
ぞ
、親
王
答

へ
て
曰
く
、或
人
朱
雀
院

に
於
て

之
れ

を
作
る
、以

て
佳
句
と
爲
す
、故
に
之
れ

を

吟
す
と
、清
曰
く
、欺
冬
の
倭
名
は

ヤ
マ
デ

キ

山
不
岐
、然
れ
ど
も
、本
草
を
見
る
に
、其

の
花
冬
開
く
、春
花
に
非

ざ
る
な
り
と
、親
王
感
悟
し

て
曰
く
、今
よ

り
汝
來
る
時
、妄
に
詩

を
吟
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
と
、然
ら
は
、則
ち
國
俗
、欺
冬

を

以
て

醗
醜
と
爲
す
は
、傳
襲
の
誤

り

久
し
、或

は
曰
く
、此
の
二
句
は
清

愼
公
の
詠
す
る
所
な
り
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.

蕪
明
親
王
は
、延
喜
帝
の
子
な
り
、博
學

多
才
、源
姓
を

賜
は
る
、官

爵
頻
に
進
み
て
左
大
臣

に
至
る
、藤
験
通
政
を

執
る
に
及
び
て
、

陽
尊
し
て
以
て
親
王
と
爲
し
、其
の
權
勢
を

奪
ふ
、是
れ

よ
り
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
コ
ロ

き
、兼
明
老
休

の
志
あ
り
、攸
を
龜
山
に
相
す
、此
に
至
り
て
、蓑
通
・

秉
明
を
台
…嶺
に
錮
し
て
、龜
山
に
往

く

能
は
す
、鬱
陶
と
し
て
莵

裘

の
賦
を
作
る
.其
の
中
に
言

へ
る
あ
り
、曰
く
「扶
桑
豈
に
影
無

か
ら
む
や
、浮
雲
掩
う
て
而
し
て
乍

ち

昏
し
、叢
蘭
豈

に
芳
か
ら

ざ
ら
む
や
、秋
風
吹
い
て
而

し

て

先
づ
敗
る
』と
且
つ
其
の
序
に



ー

ー

へ 而

先

敗
、且

其

序

日
、君
δ昏

臣
-諛

無
伊處

學于

愬

"云

云
、

既

而

蒹

明

薨
、其

子

伊

陟

愚

昧

不
レ知
γ字
、
一
條

帝

問
。伊

陟

白

、顯

考

遺

文

有
昌蔑

卷̀

一乎
、伊

陟

對

日
、遐

丈

散

逸
、唯

有

"兎

裘

∵帝

以
冒爲

親

王

所
v…著

之

裘
、使

伊

陟

備
鷁天

覽

内伊

陟

捧
鋸
一
卷
肉帝

怪

而

開
〆之
、初

覺
鵡

伊

陟

不
.辨
鹸菟

與
つ兎

也
、乃

使

躡侍

臣

諌

之
、至

序̀

文

既
レ謂

君

昏

臣

諛
嚇龍

顔

忽

變
v色
、伊

陟

戰

慄
、既

而

至
昌扶

桑

叢

蘭

之

句
肉太

憐
昌親

王

無
v罪

遭
ワ寃
、而

龍

顔

復

γ柳
、其

後

帝

不
v滿
緇於

遯

長

専
狽權
、宸

筆

書
識扶

桑

叢

蘭

之

二

句
嚇以

納
鷁轡

厘
h及
罩帝

晏

駕
禍道

長

入
編

御

座
嚇初

見
齲震

筆

二

句
嚇自

破

裂

不
"以

示
7人
。

粂

明

之

後

有
昌具

李
h共

號
昌中

務

卿

親

王
靹故

有
3前

後

中

書

王

之

稱
ハ兼

明

文
在
謡交

粹
嚇其

詩

不
邑多

傳
粕

跏
　

具

李

詩

在
"麗

藻
h其

文

存

者

少

也
、併
削見

之
一則

粂

茗

話

　
曰
く
「君
昏
ぐ
臣
諛
ひ
て
、愬
ふ
る
に
處
無
し

云
々
」と
、既
に
し
て

　
兼
明
薨
ず
、其
の
子
伊
陟
愚
昧
に
し
て
字

を

知
ら
す
、
一
條
帝
、伊

　
陟
に
問
ひ
て
日
、顯
考

の
逡
丈
幾
卷
あ
る
か
、伊
陟
對

へ
て

曰
く
、

　
遣
文
散
逸
.唯
だ
兎
裘
あ
り
と
、帝
以
爲

へ

ら
く
、親
王
著
る
所
の

◎
裘
と
、伊
陟
を
し
て
天
覽

に
備

へ
し
む
、伊
陟

一
卷

を

捧
ぐ
、帝
怪

　
み
て
之
れ
を
開
く
.初
め
て
極
陟

の
菟

と

兎
と
を
辨
ぜ
ざ
る
を

覺
り
、乃
ち
侍
臣
を
し
て
、之
れ
を
讀
ま

し
む
、序
交
に
、謂
ゆ
る
君

昏
く
臣
諛

ふ
と
い

ふ

に
至
り
て
、龍
顏
忽
ち
色
を
變
す
、伊
陟
戰

慄
す
、既

に
し
て
扶
桑
叢
蘭

の
句
に
至
り

て
、太
だ

親

王
の
罪
無

く
し
て
寃
に
邁
ふ
を
憐
み
、而
し
て
龍
顏
初
め

に
復
る
、其
の
後
瓢

帝
、道
長
の
權
を
專
に
す
る
に
滿

た

す
、宸
筆
、扶
桑
叢
蘭

の
二
句

を
書
し
、以
て
書
匣
に
納
む
、帝
晏
駕

す
る
に

及
び
て
、道
長
御
座

　
に
入
り
、初
め
て
宸
筆
の
二
句
を
見
て
、自

ら
破
裂

し

て
、以
て
人

　
に
示
さ
ざ
り
き
。

象
明
の
後
、具
平
あ
り
、共
淀
中
務
卿
親
王

と
號
す
、故
に
前
後
中

書
王
の
稱
あ
り
、秉
明
の
交
は
文

粹

に
在

り
.其
の
詩
多
く
傳
は

ら
ず
、具
亭
の
詩
は
麗
藻
に
在
り
、其
の
文
存
す

る

者
少
し
、之
を

併
せ
見
れ
ば
、則
ち
蓑
明
の
才
は
具
畢

よ

り
高
し
、然
れ
ど
も
、象

二
七
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H
本

詩
話

叢

書

.朋

才

高
昌於

具

李
門然

兼

明

之

外
、本

朝

王

子

無
事及
昌

其

夲

之

才

一者
占但

秉

明

之

子

孫

者

不
V顯
、具

夲

之

子

孫

者

世

世

有
邑才
・能

h且

以
7與
輔攝

・家
世

婚

"故

官

爵

亦

高
。

橘

正

逋
・源

爲

憲

共

爲
昌源

順

門

入
一也
、順

臨
レ沒

授
昌

家

集

於

爲

憲
嚇爲

憲

以

爲
v榮
、蓋

正

逋

避
v世

在

昌順

存

時
一乎
、紀

齊

名

者

正

邇

弟

子

也
、長

徳

年

中
、齊

名

編
昌扶

桑

集

「多

載
唱順

肉詩

以
旨其

學

之

所
唱由

來

鱒也
。

源

爲

憲

代
昌蕃
入

二

聯

日
、故

郷

有
v母

秋

風

涙
、族

館

無
v人

暮

雨

魂
、讀
ド之

想
-像

則

誰

不
v垂
v涙

哉
。

源

爲

憲

登
昌天

台

由
ン
一
聯

日
、鶴

閑

翅

刷
昌千

年

蛋
景

僧

老

眉

垂
昌八

字

霾

菅

文

時

難

之

日
、改
昌鶴

閑

翅

鴫

爲

昌翅

閑

鶴
触改
◎僭

老

眉

一爲

昌眉

老

僭

一而

可

也
、今

按

上

句

所
γ難

固

是
、下

句

眉

垂
、讀

得̀

翻
…好
。
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

明
の
外
.本
朝
の
王
子
、具
準
の
才

に

及
ぶ
者
無
し
、但
だ
蓑
明
の

子
孫
は
顯
れ
す
、具
亭
の
子
孫
は
、世
々
才
能

あ

り
、且
っ
攝
家
と

世
婚
す
る
を
以
て
、故
に
官
爵
も
亦
高
し
。

橘
正
通
・源
爲
憲
,共
に
源
順
の
門
人
た
り
、順
沒
す

る
に
臨
み
て
気

家
集
を
爲
憲
に
授
く
、爲
憲
以
て
榮

と

爲
す
、蓋
し
正
通
の
世
を

避
け
し
は
、順
の
存
す
る
時

に
在
る
か
、紀
齊
名
は
、正
通
の
弟
子

な
り
、長
徳
年
中
、齊
名
、扶
桑
集
を
編
す
る
と
き
、多
く

…順
の
詩
を

載
す
、其
の
學

の
由
り
て
來
ろ
所
な
る
を
以
て
な
り
。

　
源
爲
憲
の
・蕃
人
に
代
る

一
聯
に
曰
く
「故

郷
に

母
あ

り

秋
風
の

　
涙
・族
館
に
人
無
し
暮
雨
の
魂
」と
之
れ
廴

讀

み
て
想
像
す
れ
ば
气

　
則
ち
誰
か
涙
を
垂
れ
ざ
ら
む
や
。

ゆ
源
爲
憲
・天
台
山
に
登
る

一
聯
に
曰
く
「鶴

閑

に
し

て
翅
千
年
の

　
雪
を
刷
ひ
、僭
老
い
て
眉
八
字

の
霜

を
垂
る
』と
菅
文
時
之
れ
を

　
難
じ
て
口
く
、鶴
閑
翅
を
改
め
て
翅
閑

鶴

と
鑰
呶

繪
老
眉
を
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

へ

　
め
て
眉
老
僭

と
爲
し
、而
し
て
可
な
り
と
、今
按
す

る
に
丶上
句
、難

す
る
所
固
に
是
な
り
、下
句
眉
垂
讀
得
て
郤
ρ
て
静
し
。



の

1

竃

弘

帝

瑤
-琴

治
・世

音

御
・製

日
、無

・爲

化

出
昌南

-風

曲
嚇有
-道

心

聞

子̀

野

調
嚇以
昌子

野

一甥

昌南
-風

嚇帝

之

著

昌

心

於

文
-字
"可

"推

知

"焉
、宜
躍哉

當
ー時

多

信才
-子
n惜
蔭哉

奎

-
章

不

昌多

傳

"也

。

寛

弘

帝

書

中

有
昌往
-事
一之

御
-製

日
、百

王

勝
,躅

開

ド篇
見
、萬
-代

聖
-賢

展
V卷

明
、其

末
-句

押
昌弔

字
剛具

李

親

王

奉

和

日
、忽

戴

"君

恩
逡

自
、恥

風
盤

獪

減

漢

東

李
、具

卆

之

於
v帝

獪
目束

雫

之

於
目漢
-帝
翼

用
レ事

固

當
。

寛

弘

帝

中
-殿

詩

∴筵
、以
昌所
v貴

是

賢
、才

爲

v題
、具

亭

親

王
」

-聯

伺
、張

公

暫

入

絡

安
v漢
、陸

氏

相
・痔

久

輔
v奥
、其

用
ゼ事

不
ド爲

昌不

亘

然

張

陸

可
v謂
昌良
・佐
嚇於
邑

賢
-才
一期
・未

也
、江

以

言

マ
聯

日
、幡

溪

跡
醒去

雲

筌

脚
　

宿
、傅

野

道
ー開

月

獨

昇
、句

與
v意

共

於
v題

爲
y當
。

史

館

茗

話

寛

弘

帝
、瑤

琴

治

世

の
昔

の
御
製

に

口

く
「無

爲

の

化

は
南

風

の

曲

に

出

づ
、有

道

の
心

は

子

野

の

調

を

聞

て
し子
野

を

以

て
南

風

　

ロ　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
く

　　ぬ

ヒ　
　　　
ぽ

に
對
す
、帝
の
心

を

交
字

に
著
茎

ゝ
ご
と
、推
し
て
知
ら
る

べ

し
、宜

な

る
か

な
、當

時

才

子

の
多

櫓

こ

と
、惜

い
か

な

、奎

草

多

く

傳

は

b
ざ

る

こ
と
。

寛
弘
帝
、書
中
に
往
事
有
り
の

御
製

に

曰
く
「百
王
の
勝
躅
篇
を

開
い
て
見
、萬
代

の
聖
賢
卷
を
展
ぺ
て
明
な
り
』其

の
末
句
亭
の

宇
を
押
す
、具
亭
親
王
奉
和

し

て
口
く
「忽
ち
君
恩

を
戴
い
て
還

つ
て
自
ら
恥
づ
、風
聲
獪
減
す

漢

の
束

甼
」と
、具
甼
の
帝
に
於
け

る
」獪
東
亭
の
漢
帝
に
於
け
る
が
ご
と
し
、其
の
事
を
用
ゐ
る
固
に

常
れ
り
。

寛
弘
帝
・中
殿
の
詩
筵
に
、貴
ぶ
所
は
是
れ

賢
才

を

以
て
題
と
爲

「

す
、具
李
親
王
の

吋
聯
に

曰

く
「張
公
暫
く
入
つ

て
絡
に
漢
を
安

す
、陸
氏
相
傳

へ
て
久
し
く
呉
を

輔

く
㌦
共
の
事
を
用
ふ
る
、不
可

と
爲
さ
す
、然
れ
ど
も
、張
陸
は
良
佐
と
謂
ふ

べ

し
、賢
才
に
於
て

は
則
ち
未
し
、江
以

言
の

一
聯
に
曰

く
「幡
溪
跡
去
つ
て
雲
塞
し

く
宿
し
、傅
野
道
開

い

て
月
獨
昇
る
」句
と
意
と
、共
に
題
に
於
て

當
れ
り
と
爲
す
。

二
九



日

本

詩

話

叢

書

蹴
　

藤

有

國

除
レ名

之

後
、再

叙

昌三
・品
肖侍
昌重
陽

宴
嚇退

而

　

　

賦

昌七
⊥言

十
-韻
嚇其

第
-二
・聯

日
.除
v名

二
-月

花

開

日
、

1

待
v詔

重
-陽

菊

綻

辰
、其

第

四
-聯

日
、忽

抛
6野
-服

'染
6

愁
涙
翼

着
"朝
表

一賁
昌老
-身

染

賁

二
孛

着
v意
、第

乖

聯

日
、邏
-死

空
爲
昌黄
-壌

骨
懃

生
再
踏
紫

・宸

塵
嚇讀
v之

則

可

-憐

・
生

、其

用

v字

亦

奇

、第

六

-聯

日

、牛

焦

、桐

-尾

ワ

雖
γ殘
γ燼
、巳

朽

松
-心

免

v作
ぴ薪
、其

取
レ譬

可
昌以

嘉

"焉
、

麓
丁
七
-聯

日
、魔軍
鶴

放
v雲

振
。泥
-翅
嚇…轍
-魚

得
v水

潤

昌枯
-

鱗

一是

亦

能

取
y譬
、其

句

未

v穩
、第
六

-聯

日
髯

斑

蘇

武

初

歸
γ漢
、舌

在

張

儀

邃

入
レ秦
、斑

在

字

不
γ對
、然

用
麟敬
-事

噌以

自

比

焉
、但

上

句

晞
昌忠
,臣
一固

是
、下

句

慕
昌辯
士

嚇其

以
齢利
白

一來

幡榮
-逹
一之

思

形
.於

言
嚇後

果

任
昌參

議

蒭

-九
-聯

日
、蓮

任

.秋
-蓬

風
-處

轉

肖榮

同

驫朝

-

菌

露
-中

新
n有
跡意

到

句

不
レ到

之

評

乎
、唯

起
-句

末
ビ

§
0

藤
有
國
、名
を
除
せ
ら
る

ゝ
の
後
、再
び
三
品
に
叙
し
重

陽
の
宴

に
侍
し
、退
き
て

七
言
十
韻
を
賦
す
、其

の
第
二
聯
に
曰
く
「名
を

除
す

二
月
花

の
開
ら
く
日
、詔
を
侍

つ

重
陽
菊
の
綻
ぶ
辰
」其

の

第
四
聯
に
曰
く
忽
ち
野
服
を
抛
つ
て
愁
涙
に
染
み
、更
に
朝
衣
を

著
て
老
身
を
賣
る
」染
賁
の
二
字
、意
を

著
く
、第
五
聯
に
曰
く
「遘

に
死
し
て
は
塞
し
く
黄
壌

の
骨
と
爲
ら
む
、憖

に
生
き
て
再
び
紫

宸
の
塵
を
踐
む
」之
れ
を
讀
め
ぼ
則
ち
可
、憐
,生
、其

の
字
を
用
ゐ

る
亦
奇
な
り
、第
六
聯
に
曰
く
「牛
は
焦

る
桐
尾
儘

を
殘
す
と
雖

も
、己
に
朽
る
松
心
薪
と
作
る
を
冤

れ

む
や
」其
の
譬
を
取
る
、以

て
嘉
す
べ
し
、第
七
聯
に
曰
く
「籠
鶴
雲

に
放
つ
て

泥
翅
を
振
ひ
、

轍
魚
水
を
得
て
枯
鱗

を

潤
す
し是
も
亦
能

く
譬
を
取
る
、共

の
句

未
だ
穩
な
ら
す
、第
八
聯
に
曰
く
「鬆
の
斑
な

る
蘇
武
初

め

て
漢

に
歸
り
、舌
の
在
る
張

儀
逾
に
秦
に
入

る
」斑
在
の
字
對
せ
す
'、然

れ
ど
も
、故
事
を
用
ひ
て

以
て
自

ら

比
す
、但
だ
上
句
忠
臣
を
晞

ふ
固
に
是
な
り
、下
句
辯
士
を
慕
ふ
、其

の
利
ロ
を
以

て
榮
逹
を

求
む
る
の
思
、言
に
形
る
、後
に
果
し
て

參
議

に
任
す
、第
九
聯
に

曰
く
「蓮
は
秋
蓬

の
風
處
に
轉
す

る

に
任
せ
、榮
は
朝
菌
の
露
中

に
新
な
る
に
同
じ
」意
到
り
句
到
ら
ざ

る

の
評
あ
ら
む
か
、唯
だ

起
句
宋
句
及
び
第
三
聯
、稍
や
劣
れ
り
、故
に
之
れ
を
論
ぜ
す
。
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酬

句

及

第

一苧
聯

稍

劣
、故

不
γ論
y之
。

江

以

言

喫

昌不
-遇

齟
一
-聯

日
、鷹
-鳩

不
v變

三
-春

眼
、鹿
・

馬

可
γ迷

二

世

情

、
一
條

帝

憐
v之

欲
y登
副庸

之
h然

時

執
-政

忌
γ之
、故

不
v能
y得
v官
、上

句

唯

是

自
-己

之

事
,

下

句

以
"執
-政
一比
昌趙

高
嚇則

其

所
v忌

良

有
膨以

也
、執

政

者

藤

道

長

也

、以

言

不
v憚
昌其

權

一而

云
γ爾
、可
レ謂

「有

"度
-量

一乎
、然

云
v爾

而

欲
レ求
y官

者

、可
v謂
"不
-智

一乎
、

既

吟
鵑此

句
嚇則

避

v世

而

可

也
、歴
v年

之

後
、以

言

官

-

位

稍
8進
、則

遘

長

亦

不
レ棄
コ其

文
-才

著

、可
レ謂
v奇

乎
.」

江

以

言

遇
"唐
ー人

一問

日
、古
-集

氏

下

用
鷁數

字

門或

日
"

某

二

某

三
噌或

日
儡某

†

一
某

†

二
噌共

義

如
婁何

、庫

人

答

日
、是

一
-家

子
-孫

列
表

之

行

也
、譬

有
"
〒

人
嚇

其

人

有

・ご
マ
子
叫則

自
v嫡

次
v之
、日
昌某

一
某

二

某
i三
嚇

其

嫡
-子

有

子̀

五
-人
旧則

日
昌某

四

五

六

.七

入
嚇其

次
・

　
　
　
　
　

史

餡

茗

話

江
以
言
・不
遇
を
嘆
す
る

一
聯
に
曰
く
「鷹
鳩
變
ぜ

・ず
三
春
の
眼
、

鹿
馬
迷
ふ
可
し
二
世
の
情
」
一
條

帝

之

れ
を
憐
み
、之
れ
を
登
庸

せ
む
と
欲
す
、然
れ
ど
も
、時
の
執
政
之
れ

を

忌
む
.故
に
官
を
得

る
能
は
す
、上
句
は
唯
だ

是

れ

自
己
の
嘉
、下
句
は
執
政
を
以
て

趙
高
に
比
す
、則
ち
其
の
忌
ま
る
ゝ
は
良
に
以

へ
有

る
な
り
、執

政
と
は
藤
道
長

な
り
、以
言

其
の
權

を
憚
ら
す
而
し

て
爾
か
云

ふ
、度
量
あ
り
と
謂
ふ
べ
き
か
、然

れ

ど
も
、爾
か
云
ひ
て
而
し
て

官
を
求
め
む
と
欲
す
る
は
、不
智
と
謂
ふ
べ

き

か
、既
に
此
の
句

を
吟
ぜ
ぱ
、則
ち
世
を
避
け

て

可
な
り
、年
を
壓
る
の
後
、以
言
官

位
稍
や
進
む
、則
ち
道
長
も

亦
其
の
丈
才
を

棄
て
ざ
る
者
、奇
と

謂
ふ
べ
き
か
。

江
以
言
・唐
人
に
遇
ひ
、問
ひ
て
曰
く
、古
集
・氏
の
下
に
數
字
を
用

ゐ
、或
は
某

の
三
某
の
三
と
日
ひ
、或
は
某

の
十

一
某
の
十
二
と

日
ふ
.其

の
義
如
何
ん
、唐
人
答

へ
て
曰
く
、是
れ

一
家
の
子
孫
列

次
の
行
な
り
、譬

へ
ば
、
一
人
あ
り
、共

の
人
三
子
あ

れ
ば
、則
ち
嫡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

の

よ
り
之
れ
を

次

で
」
某
の

一某

の
二

某
の
三
と
日
ふ
、其

の
嫡

子
、子
五
人
あ
れ
ば
、則
ち
某
の
四
五
六
七
八

と
日
ふ
、其

の
次
男
、

子
四
入
あ
れ
ば
、則
ち
某
の
九
十

十

一
十
二
と
日
ふ
、其
の
三
男
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

一
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日

本

詩

話

叢

書

男

有
昌子

四
-人
嚇則

日
昌某

九

十

十

一
十

二
h其

三
廴男

`

有

昌子

三
-入
門則

日
}

-三

十
-四

十
-覧
「共

嫡

・孫

有
"子

ご
-八
ハ
則

臼
ガ
十
・-山ハ
十
-七
門如
v此

嫡
-庶

世
∴
世

棚以
昌次
-赫弟
'

稱
…
之
、限

以
昌四
-十
-九
肉而

及

"五
-十
嚇則

叉

稱
二
一

}
=
二
り

云
-云
、今

按

此

言

不
v知
覧
ハ
據
粕然

以

言

直

聞
昌唐

人̀

之

面
-論
n則

可
γ爲
v證

乎

、就

想
、蘇
-二

黄
九

魏
-十
-六

韓
-二
十

大

魏
-三
十

-六

劉
由

十

之

類
、以
レ此

解

"之
、

則

不
v勢

昌工
-夫
㎝而

其

義

可
v逋
。

藤

爲

時

山
-莊

在
昌和

泉

國

玉

井
門題
昌
マ
律
白

、玉

井

佳

-名

被

}世

稱
菘

-楹

牛

接

聟

巖
-稜

申

雲

繞
v舍

應

レ裹
v幔
、澗
-月
臨
v窓

欲

γ代

v燈
、梅

發
昌寒
-花

一朝

見
v雪
、水

收
驫幽
-響

一夜

知
v氷
、池
-邊

何
-物

相
'蓴

到
、雁

作
昌來
-賓

伽

鶴

作
γ朋
。

藤

爲

時

有

昌文
-才
噛願
γ任
凾國
・守

一不
y得
、長

徳

年
-中

源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
二

子
三
人
あ
れ
ば
、則
ち
十
三
十
四
十

五

と
日
ふ
、共

の
嫡
孫
・子
二

人
あ
れ
ば
、則
ち
十
六
十

七

と

日
ふ
、此
の
如
く
嫡
庶
世
々
次
第

を
以
て
之
れ
を
稱
す
、限
る
に
四
十
九

を

以

て
し
、而
し
て
五
十

忙
及
べ
ぱ
、則
ち
又

一
二
三

と
稱
す
云
云
、今
按
索
る
に
、此
の
言

其

の
據
を
知
ら
す
、然
れ
ど
も
.以
言

直
に
唐
人

の
面
論
を
聞
く

と
き
は
、則
ち
證
と
爲
す
べ

き
か
、就
て
想

ふ
に
、蘇
二
黄
九
魏
十

六
韓
二
十
八
魏
三
十
六
劉
四
十
の
類
、此
れ
を
以
て
之
れ
を
解
す

れ
ば
、則
ち
工
夫
を
勞
せ
す
し
て
而
し
て
義
通
す
べ
し
。

藤
爲
時
の
山
莊
.和
泉
國
玉
井
に
在
り
、
一
律
を
題
し

て
曰
く
「玉

井
佳
名
世
に
総
…せ
ら
る
、松
楹
牛
は
接

ず

碧

蠻
稜
、山
雲
舍
を
繞

つ
て
應
に
幔
を
寨
ぐ
べ
し
、澗
月
窓
に
臨
ん
で
燈
に
代

へ
ん
と
欲

す
、梅
は
塞
花
を
發

い
て
朝
に
雪
を
見
、水
は
幽
響
を

牧

め
て
夜

冰
を
知
る
、池
邊
何
物
か
相
尋
ね

到
.る
、雁
は
來

賓
と
作
り
鶴
は

朋
と
作
る
。」

藤
爲
時
・丈
才
あ
り
、國
守
に
任
せ
ら
れ
む
こ
と

を
願
ひ
て
、得
す
.
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國

盛

任
昌越

前

守
↓爲

時

獻
V状

嘆

其

不
-幸
叫其

中

有

γ言

日
、苦
-學

攀

夜

紅
涙

霑
襟

、除

目

春
朝

蒼
夫

在

ゾ眼
、帝
見
レ之

戚
-嘆
、憐
ポ其

漏
鵡恩
-澤
嚇不
v進

瓢玉
-食
一涙

垂
亀

御

帳
「時

相

藤

道

長

大

驚

速

使
話國

盛

獻

辭

-歌
葡

以
昌爲

時

一任
9越

前

守
門爲

時

得
v志

而

悦
、國

盛

涕
-泣

而

憂
v之

、成

γ病

而

卒
、爲

時

者
、紫

式

部

父

也
。

圓

融

上
-皇

大

井

河

御
-遊
、分
儡詩

-歌

管
-絃

三
-船
嚇群
-

臣

各

乘
昌其

所
ツ長

、以

施
昌其

藝
門藤

公

任

併

逹

三
-藝
触

船
-司

問

日
、君

可
v乘

覦荷

船
門公

任

乘
昌倭
-歌

贊

獻
昌秀
-

歌
h既

而

悔

日
、倭
-歌

者

人
,人

詠
レ之
、不
v如
下乘

詩

-船

一

之

愈
占也
、其

後

自

河

帝

大

井

河

行
-幸

叉

連
昌ご
∵
船
嚇

源

經

信

乘
目管
-絃

蟄

勤
昌其

事

而

併

引獻

詩

歌

門時

人

服
3其

多

藝
h蓋

聞
登公

任

之

所

d以

悔
一而

所

〃然

乎
。

藤

公

任

臼

河

山
-家

眺
-望

マ
聯

日
、荒
-村

日

落̀

煙

　
　
　
　
　

史

館

茗

話

長
徳
年
申
、源
國
盛
・越
前
守
に
任
ぜ
ら
る
、爲
時
歌

を
獻
じ
、其
の

不
幸
を
嘆
す
、其
の
中
に
言

へ
る
あ
り

曰
く
「苦
,學
虫
苧
夜
紅
、涙
襟

を
霑
し
、除
自

春
-朝
蒼
天
眼
に
石
り
」帝
之
れ
を
見
て
感
嘆
す
、其

の
恩
澤
に
漏
る
ゝ
を
憐
み
て
、玉
食
を
進

め
す
、涙
、御
帳
に
垂
る
、

時
-相
藤
道
長
大
い
に
驚
き
て
速
に
國
盛

を
し
て
辭
歌
を
獻
ぜ
し

め
、而
し
て
爲
時
を
以
て
越
前
守

に
任
す
、爲
時
は
志
を
得
て
悦

び
、國
盛
は
涕
泣
し
て
之

れ
を
憂

へ
、病
を
成
し
て
卒
す
.爲
時
は

紫
式
部

の
父
な
り
。

圓
融
上
皇
・大
井
河
の
御
遊
に
、詩
歌
管
絃

の

三
船
を
分

つ
、羣
臣

各
其
の
長
す
る
所
に
乘
じ
以

て
其

藝
を
施
す
、藤
公
任
・三
藝
に

併
逹
す
、船
司
問
ひ
て
曰
く
、君
は
何
れ

の
船
に
乘
す
べ
ぎ
、公
任
●

倭
歌

の
船
に
乘
夢
、秀
歌
を
獻
す
、既
に
し

て

悔
い
て
曰
く
、倭
歌

幽
は
人
人
之
れ
を
詠
す
、詩
船
に
乘

る

の

愈
れ
る
に
は
如
か
ず
と
、

其

の
後
、白
河
帝
、大
井
河
の
行
幸
、叉
三
船
を
連
ぬ
、源
經
信
・管
絃

の
船
に
乘
り
、共

の
事
を
勤
め
而

し

て

詩
歌
を
併
せ
獻
す
、時
人

共
の
多
藝
に
服
す
、蓋
し
公
任
の
悔
い
し
所
以
を
聞
き
而
し
て
然

る
所
か
。

藤
公
任
・白
河
山
家
の
眺
望

の
一
聯

に

曰
く
「荒
村
日
落
ち
て
煙

獪
細
く
、遠
岫
雲
幽
に
し
て
鳥
獨
歸

る
し共

の
即
景
摸
し
得
て
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
三
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日
本

詩

話
叢
書

獪

細
、遠
-岫

雲
-幽

鳥

獨

歸
、其

.甲

景

摸

得

好
。

本
,朝

所
レ謂

郭
-公

是

杜
-鵑

也
、中
-華

賦

杜̀
-鵑

「多

是

於
昌暮

春

齢言
レ之
、古
-來

倭
-歌

皆

以

爲
昌夏
-日

之

鳥

瞬也
、

藤

公

任

郭

公

マ
聯

日

四
-五
-月

交

雲
-外

語
、二
-ご
マ

更

後

雨
-中

音
、上

句

乃

是

本
-朝

之

氣

候

也
、下

句

與
昌中

華

所
τ詠

亦

合
、僧

蓮

灘

マ
聯

日
、營
㍗
子

…巣

・甲

春

刷
v翅
、兎

花

墻

外

曉

傳
レ聲

、上

句

雖
v本
昌於

萬

葉

集

歌

n然

與
旦子

美

詩

意

一偶
、合

、則

知

我

邦

郭
-公

乃

是

中
,華

杜
-鵑

也
、中

原

廣

俊

詩
、日

呼
γ名

五
-月

雨

霑

裏

知
γ汝

三
-更

夢

覺

間

、傾
v耳

頻

廻

孤
-竹

砌
、尋

v聲

深

入

還
-松

山
、其

日
ゲ呼
v名

日
v入
v松
、合
"中
-華

詩

嚇

日
レ廻
レ竹

稍
,奇

也
。

寂

照

入
V宋

之

後
、藤

伊

周

過
昌其

舊

房
「賦
"甲

韻
巽

一
-聯

日

山
-雲

在
8昔

去
-來

物
、魚
-鳥

如
-今

留
-守

人
、

し

。

三
四

本
朝
の
謂
ゆ
る
郭
公
は
是
れ
杜
鵑

な

り
、申
華

の
杜
鵑
を
賦
す

る
、多
く
は
是
れ
暮
春

に
於

て
之
れ
を

言
ふ
、古
來
倭
歌
・皆
以
て

夏
日
の
鳥
と
爲
す
、藤
公
任
の
郭
公

の

一
聯

に
曰
く
、四
五
月
の

交
雲
外
に
語
り
、二
三
更
の
後
雨
申
の
音
」上
句
は
乃

ち
是
れ
本

朝
の
氣
候
な
り
、下
句
は
申
華
の
詠
す

る
所

と

亦
合

へ
り
、僭
連

禪

の
一
聯
に
曰
く
「鶯
子
の
集

中

春
翅

を
刷

ひ
、兎
花
の
墻
外

曉

聲
を
傅
ふ
」上
句
は
萬
葉
集
の
歌

に
本

く
と
雖
ど
も
、然
…れ
ど
も
、

　
　
　
　
　
　
　
ぜ

子
美
の
詩
の
意
と
偶
合
ふ
と
き
は
、則

ち
知
る
我
が
邦
の
郭
公
は

乃
ち
是
れ
中
華
の
杜
鵑
な
る

こ

と

を
、中
原
廣

俊
の
詩
に
曰
く

「名
を
呼
ぶ
五
月
雨

の
霑
ふ
裏
、汝
を
知
る

三
更
夢
の
覺
む
る
聞
、

耳
を
傾
け
て
頻
に
廻
る
孤
竹
の
砌
、聲
を
蕁
ね
て
深
く
入
る
遠
松

の
山
」其
の
名
を
呼
ぶ
と
日
ひ
、松
に
入
る

と

日
ふ
、中
華

の
詩
に

合

へ
り
、竹
を
廻
る
と
日
ふ
は
、稍
や
奇
な
り
。

寂
照
.入
宋

の
後
、藤
伊
周
、註
ハ
の
舊
房
に
過
り
、四
韻
を
賦
す
、共
の

一
聯
に

曰
く
「山
雲
在
昔
去
來
の
物
、魚
鳥
如
今
留
守
の
人
」蓋
し

人
を
以
て
言
を
廢
せ
ざ
る
の
髣
髴
か
。
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蓋

不
驫以
v人

廢
ツ言

之

髣
-髴

乎
。

宋

朝

類

苑

引
昌楊

丈

公

談

苑
一日
、景

徳

三
-年

日

本

僭

寂

昭

入
-貢
、其

後

南
海

商
船

傅
薗

圭

弟

野

人

若

愚
・左

大

臣

藤

遣

長
・治

部

卿

源

從

英

寄
昌寂

昭
一

書

三
-篇
ハ其

書

皆

二
-王

之

跡
、而

若

愚

特

妙
、中
-土

能
v書

者

亦

鮮
昌能

及
嚇云

云
、書

史

會

要

亦

載
v之
、若

愚

未
V詳
昌共

何
ー人
嚇幌

窩

先

生

以
9爲

具

卒

親

王

之

匿
γ名

乎
、以
昌其

時
飛

一考
v之
、則

若

其

然

乎
、景

徳

當
自

我

寛

弘

年
-虫

此

時

無
白

昌源

從

英
著

胡而

源

俊

賢

爲
"治

部

卿
h從

英

蓋

其

草
-書

俊

賢

二
-宇

之

轉

而

誤

寫

者

乎
。

源

孝

道

マ
聯

日
、巫

陽

有
レ月

猿

三
-叫
、衡
-嶺

無
v雲

鴈

一
-行
、與
昌唐

詩

所
v謂

巫

峡

嗜
-猿

數
-行

涙
、衡

陽

饒

鴈

幾
9封

書
一異
-域

暗

合

乎
、若
勘夫

衡

陽

鳫
-斷

ご
†

　
　
　
　
　

史

館

茗

話

宋
朝
類
苑
に
、楊
文
公
の
談
苑
を
引
き

て

曰
く
、景
徳
三
年
.日
本

の
僣
寂
昭
入
貢
す
、其
の
後
、南
海
の
商
船
・國
王
の
弟
野
人
若
愚
・

左
大
臣
藤
道
長
・治
部
卿
源
從
英
、寂
昭
に
寄

す

る
書
三
篇
を
傳

ふ
、其

の
書
、皆
二
王
の
跡
、而
し
て
若
愚

特
に
妙
な
り
、中
土
書
を

能
く
す
る
者
も
、亦
能
く
及

ぶ

も
の
鮮

し
云
云
、書
史
會
要
に
も

亦
之
れ
を
載
す
、若
愚
と
は
、未
だ
共
の
何
人

な

る
を
詳
に
せ
す
、

怪
窩
先
生
以
爲

へ
ら

く
、具
平
親
王
の
匿
名

か
と
、其
の
時
代
を

以
て
之
れ
を
考
ふ
る
と
き
は
、則
ち
若
し

共

れ

然
ら
む
か
、景
徳

は
我
が
寛
弘
中
に
當
る
、此
の
時
・源

從

英
と
日
ふ
者
無
し
、而
し

て
源
俊
賢
・治
部
卿
た
り
、從
英
は
葢
し

共

の
草
書
俊
賢
二
字
の

轉
じ
て
誤
寫
せ
し
者
か
。

源
孝
道
の

一
聯
に
曰

く
「巫
陽
に
月
有
り

猿
一千
叫
、衡
嶺
に
雲
無

し
雁

一
行
」唐
詩
に
謂

ゆ

る
「巫
陜
の
啼
猿
數
行
の
涙
・衡
陽
の
歸

雁
幾
封
の
書
」と
異
域
曙
合
か
、若
し
夫

れ
「衡
陽
雁
斷
ふ
三
千
路
・

巫
峽
猿
啼
く
十
二
峰
」と
云
ふ
者
、孝
道
よ

り

後
る
ゝ
と
き
は
、則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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日

本

詩

話

叢

書

千
・路
、巫

峽

猿

啼

十
-
二
-峯

者
、後
畠於

孝

迸
内則

姑

舍
v

是
、孝

道

者

滿

仲

子

也
、共

出
昌武

林
呻遊

昌文
-苑

門不
一亦

奇

幽乎
.

後

一
條

帝

第
∴

皇
-女
、著

-袴

内
-宴

倭
-歌

之

遊
、大

納

言

藤

齊

信

作
v序

日
、飛

鳥

朝

者

革

女

也
、待

勿

-

翼

伽而

開
恩鳳
-暦
門廣

野

姫

者

公
-圭

也
、契

颪

壷
鮮
以

復
葛

龍
-興
嚇云
-云
、飛

鳥

朝

者

皇

極

之

宮

也
、廣

野

姫

者

持

統

之

名

也
、帝

轆
昌皇
-子
嚇故

太

愛

第

∴

皇
-女

h有
昌

欲
v使
v即
v位

之

意
h故

用
"女
-主

二
-朝

之

事

嚇且

朋
∴
翼

鳳
-暦

者

承
晶飛
-鳥
一而

言
v之
、風
-雲

龍
-興

者

自
昌廣

野

字
読

出

來

也
。

後

朱

雀

帝

秋
-景

何

處

尋

御
-製

マ
聯

日
、路

非
昌山
-

水
齟誰

堪
v趣
、跡

任
昌乾
-坤
幽豈

得
v尋
、先
v是

皇
-后

螺

子

有
ヴ寵
、早
-世
、帝

悲
-慕

不
レ巳
、故

御
-製

如
v此
4

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
六

ち
姑
く
是
れ
を
舍
く
、孝
道
は
滿
仲
の

子

な

り
、其
の
武
林
よ
り

出
で
爻
文
苑
に
遊
ぶ
、亦
奇
な
ら
す
や
。

後

一
條
帝
の
第

一
の
皇
女
、著
袴
,内
宴
倭
歌

の
遊
に
、大
納
言
藤

齋
信
序
を
作
り
て
曰
く
「飛
鳥
の
朝

は

王
女
な

り
、羽
翼
を
待
ち

而
し
て
鳳
唇
を

開
く
、廣
野
姫
は

公
主
な
り
、風
雲
に

契
り
以
て

龍
興
に
復
す
」云
々
、飛
鳥
の
朝
と
は
.皇
極
の
宮
な
り
、廣
野
姫
と

は
、持
統
の
名
な
り
、帝
、皇
子
無
し
、故
に
太

だ
第

一
の
皇
女
を
愛

し
、位
に
帥
か
し
め
む
と
欲

す

る

の
意
有
り
、故

に
女
主
二
朝
の

事
を
用
ゆ
、且
つ
朋
翼
鳳
暦
は
、飛
鳥
を

承
け

て
之
れ
を
言
ひ
、風

雲
龍
興
は
、廣
野

の
字
よ
り
論
き
出
し
來

る
な
り
。

後
朱
雀
帝
.秋
景
何
の
處

に
か
尋
ね
む

の
御
製
の

嚇
聯

に
日
～

「路
は
山
水

に
非
す
誰
か
趣
に
堪

へ
む
、跡
は
乾
坤

に
任

す
豈

に

蕁
ぬ
る
を
得
む
や
と
し
是
れ
よ
り
先
き
、皇
后
源
子
寵
あ
り
、早
世

す
、帝
悲
慕
し
・て
巳
ま
す
、故
に
御
製
此
の
如
し
。

・ー

丶

＼
猷
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藤

明

衡

春
-日

遊
昌東

光

寺
一
マ
聯

日
、柳

助
昌翠
-煙

茶

-

竈

暮
、花

添
"町

雪

藥

爐

春
、讀
-得

恰

好
、助

添

二
,字

著
v意

。

藤
…
實

範

遊
昌長

樂

寺

}
∵
聯

日
、莓
去
口
石
。滑

路

獪

邃
、

松
-栢

山
-寒

枝

不
v長
、此

亦

可
レ喜
、下

句

稍

奇
。

宗

孝

言

有
昌詠
v螢

排
-律
「其

中

四
-聯

日
、變

化

有
v時

生
"腐

章

n浮

沈

不
v定

度

輔清

-流
嚇閑

-庭

燈
圧擧

無
v淌
レ雨
、

合

浦

珠
「還

似
v戚
v秋
、亂

過

菰

-叢

來
昌水

閣
円飛

交
驫
7

葉

類

昌漁
-舟
望

v光

屡
、謎

載
レ星

節
、翫
レ景

方

疑

秉

v燭

遊
、其

形

容

稍
-好
、然

燈

燭

竝

用

爲
ジ贅
、節

字

不
γ穩
一

大

江

佐

國

太

愛
v花
、遊

長

樂

寺

一翫
レ花

吟

日
、迎
v老

蹉
-毘

雙
-髯

雪
、見
v花

染
-著

九
-春

風
、又

雲

林

院

花
、

下

吟

日
、
7
道

寺

深

花

籏
v雪
、數
-奇

命

薄

髻

垂
v絲

、

又

詠
昌庭
立
剛
櫻

一日
、庭
-上

爾
∴
一∵
樹
、洛
-陽

第
⊥

花
、又

　
　
　
　
　

史

館

茗

話

藤
明
衡
の
春
日
東
光
寺
に
遊
ぶ

一
聯

に
曰
く
「柳
は
翠
煙
を
助
く

茶
竈

の
暮
、花
は
紅
雪
を
添

ふ
藥
爐
の
春
」讀
み
得

て
恰
好
、助
添

の
二
字
意
を
著
く
。

藤
實
範
の
長
樂
寺
に
遊
ぶ

一
聯
に
曰
く
「莓
苔
石
滑
に
し
て
路
獪

邃
く
、松
栢
山
塞
う
し
て
枝
長
か
ら
す
」此
れ
亦
喜

ぶ

べ
し
、下
句

稍
や
奇
な
り
。　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

.

宀示
孝
言
に
、螢
を
詠
す
る
排
律
あ
り
、其

の
中
の
四
聯

に
日
ぐ
「變

化
時
有
つ
て
腐
草

に
生
じ
、浮
沈
定
ら
す
清
流

を
度
る
、閑
廉
燈

擧
つ
て
雨
に
淌
ゆ
る
無
し
、合
浦
珠
還

つ
て
秋
に
感
す
る
に
似
夜

り
、亂
れ
て
孤
叢
を
過
ぎ
て
水
閣
に
來

り
飛
ん
で

一
葉
に
交
つ
て

漁
舟
に
類
す
光
を
望
ん
で
屡
誤
る
星
を
載
す
る
の
節
か
と
、景
を

翫
び
て
方
に
疑
ふ
燭
を
秉
つ
て
遊
ぶ
か
と
」其

の
形
容
稍
や
好
し

然
れ
ど
も
、燈
燭
竝
び
用
ゐ
る
を
贅
と
爲
す
、節
の
字
穩
な
ら
す
。

大
江
佐
國
・太
だ
花
を
愛
す
、長
樂
寺
に
遊

び

て
花
を
翫
ぶ
吟
に

曰
く
「老
を
迎

へ
た
蹉
鉈

た

り

雙
髴

の
雪
、花
を
見
て
染
著
す
九

春
の
風
」叉
雲
林
院
の
花
下
の
吟

に

曰
く
「
一
道
寺

深

う
し
て
花

雲
を
簇
ら
し
、數
奇
命
薄
う
し
て
髦
絲

を

垂
る
」又

庭
前
の
櫻
を

詠
じ
て
曰
く
「庭
上
の
兩
三
樹
・洛
陽

の
第

一
花
し叉
手
つ
か
ら

栽

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

■

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

三
宝
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日

本

詩

話

叢

書

荳
P
手

栽

梅

開
一日
、隨
-分

他
-年

栽
昌此

樹

曲豈

圖

ム
5
日

見

昌其

花
肉晩
-年

吟

日
、六
-十

餘
-回

看

不
V足
、他
-生

定

作

謡愛
γ花

人
嚇佐

國

沒

後
、其

子

夢

亡
-父

來

告

日
、我

化
レ蝶

毎
-春

遽
副栩

於

花
-園
釜
ハ
子

不
"堪

昌追

慕
鞠栽
出衆
-

花

嚇毎
v房

塗
v蜜

以

供

群

-蝶

云
。

藤

實

範

・藤

明

衡

・宗

孝

言

勤

伺

-韻
n賦

一庭

-前

松
-質

實

範

詩

日
、數
-年

抽
v節

書
-窓

北
、千
-載

契
v齢

賓
-閣

南
、移
ー得

根

辭

湘
-浦

浪
、擡
'來

蓋

揖

泰
-山

嵐
、疎
-籬

曉
-露

自

如
v玉
、斜
-岸

暮
-煙

青
v自
レ藍
、琴
-曲

入
v風

絃

調
v七
、酒
-盃

酌
v葉

算

過
v三
、明

衡

詩

日
、千
-歳

低

枝

當

"座
-右
=

-叢

細

葉

鑠
昌簷
-南
嚇洗
-豪

宜
v卷

籬
-問

露
、

移

ー得

自

忘

澗
-底

嵐
、孤
-蓋

凌
v霜

青
v似
γ栢
、數
-竿

侵

v雪
緑

レ於
v藍

、晉
-林

尋
レ隱

賢

獪

七
、秦

嶺

思
v封

爵

楚

三
、孝

言

詩

日
、淇
-園

風
-跡

傳
昌窓
-北
n秦
-嶺

雨
-聲

瀉

昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
八

る
梅
の
開
く
を
喜
び
て
曰
く
「隨
分
他

年
此

の
樹
を
裁
う
、豈
に

囲
ら
む
や
今
日
其
の
花
を
見

む

と

は
」晩
年
の
吟
に
曰
く
「六
十

餘
回
看
れ
ど
も
足
ら
す
、他
生
は
定
め

て
花
を
愛
す
る
の
人
と
作

ら
む
」と
.佐
國
沒
し
て
後
、其

の
子
夢
む
ら
く
、亡
父
來
り
告
げ
て

口
く
、我
れ
蝶
に
化
し
て
、毎
春
花
園
に
遽
栩

す

と
、其
の
子
追
慕

に
堪
へ
す
、衆
花
を
栽
え
、房
毎
に
蜜
を
塗
り

て
以

て
犂
蝶
に
供

す
と
云
ふ
。

藤
實
範
・藤
明
衡
・宗
孝
言
、同
韻
を
勒

し
て
、庭
前
の
松
竹
を
賦
す
、

實
範
の
詩
に
日
く
「靴
年
節
を

抽

ん

づ
書
窓
の
北
.千
載
齢
を
契

る
賓
閣

の
南
、移
し
得
て
根
辭
す
湘
浦

の
浪
擡
げ
來

つ
て
蓋
揖
す

泰
山
の
嵐
、疏
籬
の
曉
露
白
う
し
て
玉

の
如
し
、斜
岸

の
暮
煙
藍

よ
り
も
青
し
、琴
曲
風
に
入

つ

て
絃
七
を

調
ぺ
、酒
盃
葉
を
釣
ん

で
算
三
を
過
ぐ
」明
衡
の
詩
に
曰
く
「千
歳
の
低

枝
座
右
に
當
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
カ

「
叢
の
細
業
簷
南
を
鎖
す
、洗
し
來
つ
て
宜
し
く
卷
く
べ
し
籬
聞

の
露
、移
し
得
て
自
ら
忘

る
欄
底

の

嵐
、孤
蓋
霜
を
凌

い
で
栢
よ

り
も
青
し
、數
竿
雪
を
侵
し
て
藍
よ

り
も
緑
な

り
、晉
林

に
隱
を

尋
ね
て
腎
蕕

七
、秦
嶺
に
封
を
思
ふ

て

爵

是
れ
三
」孝
言
の
詩
に

曰
く
「淇
園
の
風
跡
窓
北
に
傳

は
り
、秦
嶺

の
雨
聲
戸
南
に
瀉
ぐ
、

養

ひ
得
て
數
竿
夜
露
を
垂
れ
、栽
え
來

っ
て

百
尺
晴
嵐
を
帶
ぶ
、
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戸
-璽

養

'得

數
-竿

垂
"夜
-霙

栽

來

百
-尺

帶
唱晴
-嵐
磔

-

籬

貞
-節

両

含
v緑

、斜
-岸

靈
-標

如
ド染
v藍

、稱
レ友

鳳
-棲

雖
v契
γ久
、爲
v君

爵
-晶

欲
ド誇
v三
、手

篇

竝
ー看

則

實

範

明

衡

相
期爲

伯
-硬

孝

言

稍
.劣
。

後

三

條

帝

在
昌東
-宮
蒔

藤

實

政

爲
昌學
士

嚇侍

讀

年

久
、既
-而

任

昌甲

斐

守
蒂

餞

γ之

賜
v詩

日
、州
-民

縱

作
昌

甘
-棠

詠

嚇莫

レ忘
昌多
-年

風
-刀

遊

h及
v帥

v位
、實

政

頻

被
昌

登
庸

叩

延

久

年

申

伊

勢

齋
-宮
-寮

昨

有
昌狐

祠
「邑
-民

祭

v之

如
v紳
、共

狐

偶
.中
v矢

而

傷
、或

日
、既

死
、或

日

未
γ死
、

參

議

源

隆

綱

記
昌其

事
,作
v文
、其

中

有

レ言

日
、雖
v有
昌

飮

勿

之

號
門未
γ見
昌首

丘

之

實
n帝

見
y之

戚
了其

綵
d用

古
-語

一之

才
切

白

河

帝

御
-宇
、高

麗

王

病
、令

"其

禮
-賓
-省

鱠
昌牒

於

　
　
　
　
　

史

館

疎
籬
の
貞
節
樹
緑
を
含
み
、斜
岸

の
靈
標
藍

に
染
む

る
が
如
し
、

友
と
稱
す
る
鳳
棲
久
し
き
を
契
る
と
雖
ど
も
、君
と
爲
る
爵
品
三

に
誇
ら
む
と
欲
す
」三
篇
竝
び
看
れ

ば
、則
ち
實
範
・明
衡
・伯
仲
を

相
爲
す
、孝
言
は
稍
や
劣
れ
り
。

後
三
條
帝
・東
宮
に
在
り
、時
に
藤
實

政
學

士
と
爲
り
て
.侍
讀
年

久
し
、既
に
し
て
甲
斐
守
に
任
す
、帝
之

れ
を

餞
し
、詩
を
賜
ひ
て

曰
く
「州
民
縦
ひ
甘
棠
の
詩
を

作

る

と
も
、多
年
風
月
の
遊
び
を

忘
る
ゝ
こ
と
莫
れ
し位
に
即
く
に
及

び
て
、實
政
頻

に
登
庸
せ
ら

る
。

延
久
年
中
、伊
勢
の
齋
宮
寮
の
畔

に

狐
祠
あ
り
、邑
民
之

れ
を
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

る
こ
と
紳
の
如
し
、其
の
狐
、偶
矢
に
中
り
て

傷
つ
く
、或
は
曰
く
・

既

に
死
す
と
、或
は
曰
く
、未
だ
死
せ
す
と
、參
議
源
隆
綱
・其
の
事

を
記
し
て
文
を
作
る
、共
り
中
に
言

へ
る

あ
り
、曰
く
身飮
朋
の
號

あ
り
と
雖

ど

も
、未
だ
首
丘
の
實
を
見
す
」と
、帝
之
れ
を
見
て
、其

の
古
語
を
探
用
す
る
の
才
に
感
ず
。

白
河
帝
の
御
宇
高
麗
王
病
む
、其
の
禮
賓
省

を
し

て
、牒
を
太
宰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
九
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日
本

詩

話

叢

書

太
-宰

府

汞

嘩良
-醫

於

我

邦
い依
下允

恭

帝

求

昌醫

於

新

羅
一之

舊
-例
お也
、宰
-府

奏
副覽

之

嚇然

以
昌其

牒
-詞

失
7禮
、

故

返
昌其

方
-物
一不
v遣
γ醫
、而

使

包江

匡

房

作
昌返

-牒
一其

中

有
.雙
-魚

難
逹

輔鳳

-池

之

旦

扁

鵲

何

入
昌鷄
-林

之

雲

一之

句
ハ匡

房

自
副負

之
「時

人

亦

戚
v之
、高

麗

人

亦

奇
v之
、傳

到
昌宋

朝
肉亦

被
v稱

云
。

九
-月

十
∴
一∵
夜

月
、中
-華

不
γ賞

v之
、唯

本
-朝

特

翫
v之
、

然

倭
-歌

之

遊

不
γ遑
昌放
-擧

門開
-自

藤

忠

逋

作
レ詩
、日
、

潘
-室

昔

蹤

浚
丁雪

訪
、蒋
-家

舊
「徑

踏
v霜

尋
、十
-三
-夜

影

勝

昌於

古
ハ數
-百

年

光

不
v若
v今
、叉

日
、訪
v古

無
レ如
昌

今
'夜

影
嚇經
γ年

豈

忘

此

時

光
、洛
-中

各
.領

吾

家

雪

、

塞
-外

定

疑

萬
-里

霜

、此

二
-首

題

日
昌九

月

十
-ご
∵
夜

翫
サ月
、先
昌於

忠

通

有
囗宗

孝

言
・藤

知

房

輔

仁

親

王

翫
v月

之

詩

h其

句
-中

用

"十
∴
苧
夜

之

事
〔孝

言

者

後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

府
に
贈
り
、良
醫
を
我
が
邦
に
求
め

し

む
、允
恭
帝
、醫
を
薪
羅
に

求
む
る
の
舊
例
に
依
れ
る

な
り
、宰
府
之
れ
を

奏
覽
す
、然
れ
ど

も
、其
の
牒
詞
禮
を
失
す
る
を
以

て
、故

に
其
の

方
物
を
返
し
て
、

醫
を
遣
ら
す
、而
し
て
江
匡
房
を

し

て

返
牒
を
作
ら
し
む
、其
の

中
に
「雙
魚
鳳
池
の
月
に
達

し

難
し
、扁
鵲
何
ぞ
難
林
の
雲
に
入

ら
む
」の
句

め
り
、匡
房
之
れ
を
自
負
す
、時
人

も
亦
之
れ
に
感
す
、

高
麗
人
も
亦
之
れ
を
奇

と
す
、傳

へ
て
宋
朝

に

到
り
て
、亦
稱
せ

ら
る
と
云
ふ
。

九
月
十
三
夜
の
月
、中
華

に
は
之
れ
を

賞
せ
す
、唯
だ
本
朝
特
に

之
を
翫
ふ
、撚
れ
ど
も
、倭
歌
の
遊
、枚
擧
に
遑
あ

ら
す
、關
白
藤
忠

通
詩
を
作
り
て
曰
く
「潘
室
の
昔
蹤
雪
を
凌

い
で
訪
ひ
、蒋
家
の

舊
徑
霜
を
踏
ん

'6㌦尋
ぬ
、十
三
夜
の

影

古

に
勝
れ
り
、數
百
年
光

今

に
若
か
す
」夂
曰
く
「古
を
訪
ふ
に
今
夜
の
影

に
如
く
は
無
し
、

年
を
經
て
豈
に
忘
れ

む

や

此

の
時
の
光
、洛
申
各
領
す
吾
が
家

の
畧
、塞
外
定
め
て
疑
は
む
萬
里
の
霜
』此
の

二
首
、題
し
て
、九
月

十
三
夜
月
を
翫
ふ
と
日
ふ
、忠
通
よ
り

先
き
に
、宗
孝
言
・藤
知
房
・

輔
仁
親
王
の
月
を
翫
ふ
の
詩
有
り
、其

の
句
中
、十
三
夜
の
事
を

用
ゆ
、孝
言
は
、後
朱
雀
帝
の
時
に

及
第

す
、然
れ
ば
則
ち
十
三
夜

の
詩
・由
り
て
來
る
こ
と
久
し
。
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朱

雀

帝

時

及

第
、然

則

十
主

-夜

詩

由

來

久

矣
。

本
-朝

朝
ド士

之

作
レ詩

、多

是

傚
齢臼

氏

體
嚇故

不
v斥

轟其

名
嚇唯

稱
。交
-集
n或

日
、居

易

存

時
、其

集

既

傳

來
、或

日
、會

昌

年
-中

我

國

僭
…
惠

萼

入
-唐

滯
-留

之

問
、寫

・之
而

歸
-朝
、由
γ是

遞

行
昌于

世
嚇然

空

海

傳
d來

王

昌

齡

集
嚇菅

相

讀

u元

微

之

集

翼
　邑温

庭

箔

詩

唱且

江

維

時

所
v輯

本

朝

佳

句
、公

任

朗

詠

、雜

副載

李

嬌
・王

維
・

劉

禹

錫

・皇

甫

曾
・許

渾
・杜

苟

鶴

等

句
肋江

談

抄

引
昌

盧

照

鄰

句
轂

昌杜

少

陵

軣

則

豈

唯

自
-集

而
邑

哉
、

先

輩

所
γ見
、雖
v不
v多
、然

能

勤

而

記
副憶

之
「故

爲
昌廣
-

才
朔今

人

毎

-家

多
v書
、然

不
昌勤

讀

h不
"記
-憶
「輿
昌反
-古
-

堆

薺

、若

其

勤

而

不
γ怠
、則

今

豈

可
γ劣

昌於

古

一哉
。

右

五
-十

八
-件

併
γ前

共

百
-條
。

十

者

一
之

積

也
、百

者

十

之

盈

也
、數

之

盈

豈

限
昌

　
　
　
　
　

史

館

茗

驫

'

本
朝
朝
土
の
詩
を
作
る
、多
く
は
是
れ
白
氏

の
體

に
傚
ふ
、故
に

共

の
名
を
斥
さ
す
、唯
だ
文
集

と

稱
す
、或
は
曰
く
、居
易
存
す
る

時
.共
の
集
既
に
傳

へ
來
る
と
亀或

は
曰
く
、會
昌
年
中
、我
が
國
の

僣
惠
-蕚
入
唐
し
、滯
留
の
聞
、之
れ
を
寫

し
而
し
て
歸
朝
す
、是
れ

に
由
り
て
、遍
く
世
に
行
る
と
、然
れ
ど
も
、筌
海
、王
昌
齡

の
集
を

傳

へ
來
り
、菅
相
・元
微
之
の
集
を
讀
み
、温
庭
箔

の
詩
を
慕
ひ
、且

つ
江
維
時
の
輯
む
る
所
の
本
朝
佳
句
、公
任
の
朗
詠
、李
嬌
・王
維
.

劉
掲
錫
・皇
甫
曾

許
渾
・杜
句
鶴
等

の
句
を
雜

へ
載
す
、江
談
抄
に
、

盧
照
鄰
の
句
を
引
凌
、杜
少
陵
の
事
を
載
す

る

と

き
は
、則
ち
豈

に
唯
だ
白
集

の
み
な
ら
む
や
、先
輩

の
見
る
所
、多
か

ら
す
と
雖

ど
も
、然
れ
ど
も
、能
く
勤
め
て
而
し
て
之
れ

を

記
億
す
、故
に
廣

才
と
爲
す
、今

の
人
毎
家
書
多
し
、然

れ
ど
も
、勤
め
て
讀
ま
す
、反

古
堆
と
齊
し
、若
し
其
れ
勤
め
て
而
し
て
怠

ら

ざ
れ
ば
、則
ち
今

豈
に
古
に
劣
る
べ
け
む
や
。

右
五
十
八
件
、前
を
併
せ
て
共
に
百
條
。

十
と
は

}
の
積
な
り
、百
と
は
十
の
盈

な

り
、數
の
盈
つ
る
、豈
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

一



日

本

詩

話

叢

書

32
　

十

頁

哉
、積

而

爲
v千

爲
禽

、亦

數

之

積

而

盈

也
、萃

話

之

無
v盡
、獪
昌物
-數

之

無
"窮

也
、何

可
v限
v百

哉
、有

γ
設

昌於

此

囎日

、李

唐

才

-子

豈

百

而

巳巳

、然

不

"編

昌百

豢

-

詩

一哉
、我

邦

之

歌
-人

亦

豈

百

而

已̀
.然

不
v見

昌小

倉

百
-首

一哉
、史

館

茗

話

之

記
昌百
-件

門亦

有
v所
γ傚

、姑

茲

投
レ筆
、百
-話

既

成
、乃

想
v所
判以

由

作
h則

爲

v足
昌亡
-嗣

之

志
"也
、
∵
件

マ
涙
、泣

而

記
、記

而

泣
、誰

知
昌百
-話

出
ワ自

昌百
-憂

聞哉
、丁
-未

夏

之

孟
、嗣

史
-館

林

叟

跋

。

四
二

十
百
に
限
ら
む
や
、積
み
て
而
し
て

千

と
爲
り
、萬

と
爲
る
も
、亦

數
の
積
み
て
而
し
て
盈
つ
る

な
り
、茗

話
の
盡
く
る

こ
と
無
き

は
、獪
物
數
の
窮
り
無
き
が
ご
と
き

な
り
、何
ぞ
百

に
限
る
べ
け

む
や
、此
に
論
あ
り
曰
く
、李
唐

の
才
子
、豈
に
百
の
み
な
ら
む
や
、

然
れ
ど
も
、百
家
詩
を
編

せ
ざ
ら

む

や
、我
が
邦

の
歌
人
亦
豈
に

百
の
み
な
ら
む
や
」然
れ
で
も
、小
倉
百
首

を

見
す
や
、史
館
茗
話

の
百
件
を
記
す
る
、亦
傚
ふ
所
有
り
、姑

く
茲
に
筆

を

投
す
、百
話

既
に
成
り
、乃
ち
由
り
て
作
る
所
以

を

想

へ
ば
、則
ち
亡
嗣
の
志

を
足
す
が
爲
め
な
り
、
一
件

嚇
涙
・泣
き
て
而
し
て
記
し
、記
し
て

而
し
て
泣
く
、誰
か
百
話
の
百
憂
よ
り
出
つ
る
こ

と

を

知
ら

む

や
、丁
未
夏

の
孟
、國
史
館

の
林
叟
跋
す
。

噌

史

館

茗

話

終



日
本
詩
話
叢

書

第

一
卷


